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【調査の概要】

1 調査の目的

鳥取県人権意識調査(以下「調査」という。)は、人権に対する県民意識の変化、新たに認識の高まった

人権問題についての県民意識及び求めている施策の方向性等を把握し、人権施策基本方針の改訂や人

権問題についての教育・啓発活動など今後の人権施策推進の基礎資料とすることを目的として実施した。

なお、この調査は、今回が4回目の実施である。(第 1回 平 成9年度、第2回平成 16年度、第3回平

成 22年度)。

2 調査の概要

( 1 )調査対象

(2)抽出方法

(3)翻査客対数

(4)調査時期

(5)翻査方法

鳥取県内在住の 16歳以上の者 3，000名

住民基本台帳に基づく無作為抽出法

(2)により抽出した者に送付した調査票に関し、宛先又は移転先不明等により返

送された調査票を除いた2，972名

平成26年 5月

(2)により抽出した者に対し、郵送により調査察を送付して実施した。なお、調査

票の提出は無記名とした。

(6)有効回答数 1，298名

(7)回収率 43.7% (1，298/2，972) 

3 資料のみかた

(1)比率(%:パーセント}の表示について

原則として、各設問の無回答を含む集計対象総数(高IJ設問では設Ii日該当対象数)に対する百分率

(%)を表している。 l人の対象に 2つ以上の回答を求める設問では、百分率の合計は 100%を超え

る。また、百分率は小数点以下第 2位を四捨五入し、小数点第 1位までを表示した。

(2) r無回答』の取り扱いについて

以下のについては「無回答」として取り扱うこととした。

-回答が選択されていない場合

・回答数の制限を超える回答が選択されている場合

例:r0は 1つだけ」という条件のある設問で2つ以上の回答を選択した場合など

(3)選択された回答に矛盾がある場合の取り扱いについて

排他カテゴリ※以外の選択肢を採用することとした。

※排他カテゴリー2つ以上選択できる設問の『必要ないJrわからない」なrの選択肢

(4)調査項目の『合計』の不一致について

クロス集計※の「合計Jと単純集計の「合計Jは一致しない。これは、クロス集計には、性別、年齢な

どが記載されていないものは含めていないためである。

※クロス集計 性別、年齢や他の質問項目をかけ合わせてデータの分続や集計を行うことにより、相互の関係を
明らかにするための集計方法

-1-
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4 回収状況と信頼区間

(1)必要標本数について

今回の調査においては、 16歳以上の県人口 502，548人から無作為に、 3，000人を抽出し、移転先不

明等により返送された調査票を除いた2，972人に調査の依頼を行った。そのうち有効回答数は 1，298λ

であり、回収率は 43.7%であった。

まず、標本数の設定については、次の式によって与えられる。

N

一日

。
A =必要標本数

α =推定を誤る確串

X(α) =正規分布の性質から与えられる値(1.96)

N =母集団の大きさ(満 16歳以上の県民)

σ2 =母分散

ε =精度

本調査では、信頼度を、 95%とし計算を行った。この場合、 X(α)は、1.96であり、母集団の大きさは

502，548人。精度を仮に 3%、母比率を 50%とし、それぞれ代入して計算すると、以下のとおりとなる。

よって、今回の調査において必要な最小標本数は 1，065人であり、有効回答 1，298人はこの条件を満

たしているといえる。

。(2)標本誤差について

有効回答票の標本誤差を次の式によって計算した。

B = :l: 1.96 . .1 [日].Q(10~ -Q) 

B =標本誤差

N =母集団の大きさ(満 16歳以上の県民)

n =回答者総数(1，298人)

Q =回収率(43.6%)
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すなわち、標本誤差は土2.7%しかないといえる。
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【回答者の属性】

1 性別

回答者を性別でみると、男性が 43.1%、女性が 53.4%となっている。

女性， 53.4也

無回答， 3.5弛

43.1% 

。

全体 男性 女性 無回答

1，298 559 693 46 

100% 43.1% 53.4% 3.5% 

2 年齢

回答者を年齢別でみると、 16~19 歳が 2.4%、 20 歳代が 5.6% 、 30 歳代が 11.6%、 40 歳代が 14.6% 、

50歳代が 22.7%、60歳代が 22.2%、70歳代が 12.1%、80歳以上の年代は7.1%となっている。

県人口

全体

男性

女性

師 1叫 201‘ 

。

30覧 40% 50% 60% 田% 也、 10明70% 

。主)県人口f1.H26.10.1現在鳥取県年齢ii!UIllitA口統計より

(参考:県内 16歳以上総人口 494，382人)

。。



。

。

3 職業等

回答者の職業等について以下のとおり分類したところ、その占める割合は円グラフのとおりである。

無職，

学生，

アルバイトパート

臨時職員.12.0%

自由業.1.0%

-4-

企業や団体に勤める人，

20.8% 

7.8% 

医療・保健、

福祉関係者以外

の公務員.2.9%

2.2% 



4 居住地域

回答者の居住地域の構成比、回収率は、以下のとおりである。

市 町 村 調査客体数仏) 有効標本数(B) 構成比(B/C) 回収率(B/A)

1 鳥取市 991 403 31.0% 40.7% 

2 米子市 754 330 25.4% 43.8% 

3 倉吉市 256 131 10.1% 51.2% 

4 境港市 180 74 5.7% 41.1% 

5 岩美町 62 25 1.9% 40.3% 

6 若桜町 20 7 0.5% 35.0% 

7 智頭町 39 18 1.4% 46.2% 

8 八頭町 91 38 2.9% 41.8% 

9 ニ朝町 35 18 1.4% 51.4% 。
10 湯梨浜町 87 34 2.6% 39.1% 

11 琴浦町 92 36 2.8% 39.1% 

12 北栄町 76 39 3.0% 51.3% 

13 日吉津村 17 6 0.5% 35.3% 

14 大山町 89 39 3.0% 43.8% 

15 南部町 58 28 2.2% 48.3% 

16 伯番町 60 23 1.8% 38.3% 

17 日南町 28 9 0.7% 32.1% 

18 日野自丁 19 8 0.6% 42.1% 

19 江府町 18 5 0.4% 27.8% 

無回答 27 2.1% 

全 体 2，972 (C) 1，298 100.0% 43.7% 。
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【結果の概要】

1 回答者の属性について

( 1 )性別男性が 43.1%、女性が 53.4%。

(2)年齢 16~19 歳が 2.4% 、 20~29 歳が 5.6% 、 30 歳代が 11.6%、 40 歳代が 14.6% 、 50 歳代が

22.7%、60歳代が 22.2%、70歳代が 12.1%、80歳以上が 7.1%。

2 r人権』について、自身に関わることとして考えたことがあるかについて

「よくある」、「たまにある」と答えた人は合わせて 51.1%， rほとんどない」、「まったくないJと答えた人は

44.8%。

03 差別や人権侵害を受けた経験やその対応について

。

(1)過去5年間ぐらいの日常生活の中で差別や人権侵害を受けたと思ったことがあるかについて、「よくあるJ、

「たまにあるJと回答した人は 16.8%，rほとんどない」、「まったくないJと回答した人は 77.4%。

(2)差別や人権侵害の被害の種類は、「あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口」が最多(49.5%)、次いで「職場

での嫌がらせやいじめ(パワーハラスメントを含む)J (34.9%)、『名誉・信用の毅損、侮辱J(21.1 %)、「差

別待遇(人種・信条・性別・社会的身分等による不平等・不利益な取扱い)J (18.3%)。

( 3 )差別や人権侵害を受けたときの相談先は、「友人、同僚J(38.5%)が最多。次いで「家族や親戚」

(31.2%)、「イ可もしなかったJ(22.5%)。

(4)自分や家族が差別や人権侵害を受けたとき、相談したいのは「家族や親戚J(53.7%)が最多。次いでf友

人、同僚J(36.2%)、「国や県、市町村の人権相談窓口(電話相談やメール相談を含む)J (26.4%)。

(5)相談先に求めるのは「親身になって話を聞き、共感してくれることJ(35.9%)が最多、次いで「法律的な知

識や経験に基づいたアドバイスJ(32.8%)。

4 県内に存在していると思う人権問題について

「同和問題に関すること」が最多(57.8% 前回調査 56.2%)、次いで「障がいのある人に関することJ

(50.7%前回調査 46.3%)。以下、「高齢者に関することJ(26.6%前回調査 17.5%)、「男女共同参画に

関することJ(26.3%前回調査での項目は「女性に関することJ24.8%)、「在日韓国・朝鮮人に関すること」

(23.7%前回調査25.6%)、「子どもに関することJ(20.1%前回調査8.7%)。

5 人権意識向上のための取組み・人権尊重の社会づくりに必要な行政施策について

(1)人権意識向上のために必要と思う取組は、「学校教育の中で、人権を尊重する心を育てるよう努

めるJが最多 (64.5%)、次いで「家庭教育の中で、人権を尊重する心を育てるよう努めるJ(55.4%)、

「行政が人権意識を高めるための啓発活動などを積極的に推進するJ(26.1%)。
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(2)人権尊重の社会づくりに必要と思う行政施策は、「学校において人権に関する教育を充実するj

が最多 (52.1 %)、次いで「人権が侵害された人や社会的に弱い立場にある人のための相談体制を

充実するJ(40.2%)。以下、「県民の人権意識を高めるための啓発活動などを積極的に推進するj

(28.9%)、「社会にみられる不合理な格差を解消するための施策を充実するJ(25.9%)と続く。

6 啓発物を読んだり見たりした経験について

( 1)人権問題に関する啓発物について、「積極的に読んだり見たりしている」、「ときどき読んだり見たりしてい

るjと答えた人は、 55.6%、また、「ほとんど読んだり見たりしたことはないJ、「まったく読んだり見たりしたこと

はない」と答えた人は 43.1%。

(2)読んだり見たりしたことがある啓発物は「県や市町村の広報誌J(74.5%)が最多、次いで『新聞記事』

(48.1 %)、「映画・テレピ番組・CM(コマーシヤル)J (39.5%)、「パンフレットやチラシなどの印刷物』

(38.8%)が続く。

(3)啓発物を読んだり見たりしなかった理由で最も多いのが「気がつかなかったからJ(24.3%)、次いで「自分

の日常生活にあまり関係ないからJ(22.3%)。

7 人権問題に関する講演会や研修会への参加回数について

( 1 )過去 5年間に人権問題に関する講演会や研修会、地域の学習会等に『参加したこどがあるJ(52.6%)、

「参加したことがないJ(46.1%)。

(2)参加意識について、「職場や地域の方に誘われて参加してきたJ(32.5%)、「職場や地域の参加割当な

どで仕方なく参加してきたJ(31.7%)、「自らの意志で積極的に参加してきたJ(25.0%)。

(3)参加した人の感想は「人権問題は日常の生活や仕事と深くかかわっていることに気づいたJ(46.9%)、

f差別や人権侵害の実態がよくわかったJ(39.6%入

(4)参加しなかった人の不参加の理由は「知らなかったからJ(33.4%)、「興味がないからJ(23.5%)、「忙しく

て都合がつかなかったからJ(21.4%)。

8 人権問題への理解を深めるために有効な啓発手法について

「テレビ・ラジオなどのマスメディアの利用J(40.7%)が最多、次いで「講演会の開催J(25.0%)、「広報誌・

パンフレット・ポスターの作成J(22.1%)。

9 人権尊重の心を育むために必要な学校教育について

「人や命を大切にする心や態度を育むという視点の教育を進めるJ(67.2%)が最多、次いで「差別やいじ

めをすることは悪いことであるという意識を持たせる教育を進めるJ(44.5%)、「同和問題や、障害のある人、

女性、高齢者、子ども、外国人の人権など、さまざまな人権の視点を入れながら、総合的に教育を進めるJ

(38.8%)。
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10 同和問題について

( 1 )部落差別の現状について、「同和地区の生活環境や就労、教育面の格差は解消されたが、同和地区の

人々に対する差別意識は解消されていないJ(30.7%)が最多、次いで「わからないJ(20.3%)、「同和地区

の生活環境や就労、教育面の格差は解消され、同和地区の人々に対する差別意識は解消されているJ

(17.8%)、「同和地区の生活環境はおおむね改善されたが、就労面や教育面などの格差や同和地区の

人々に対する差別意識などは解消されていないJ(11.3%)。

(2 )過去5年間で差別的な発言や行動を直接見聞きしたかどうかについて、「見聞きしたことがあるJ(18.6%)、

「見聞きしたことがないJ(79.0%)。

(3 )見聞きした差別的発言や行動は「地域や職場、学校、家庭内などでの差別的な言動J(80.1%)が最多、

次いで「建物などへの差別的な落書きJ(12.0%)、「インターネット上での差_glj的な表現等J(1u.4%)。

(4)見聞きしたことがあると答えた人のその時の対応について、「差別に気づき、間違いを説明したかったが、

できなかったJ(23.7%)、「差別に気づき、間違っていることを説明したJ(19.9%)、「差別に気づいたが、ど

i¥ こに対して言えばいいのかわからなかったため、何もできなかったJ(19.9%)。

- (5)結婚問題について「同和地区出身の人であるかないかに関係なく、子の意思を尊重するJ(48.7%)が最

。

多、次いで「自分としてはややこだわりがあるが、子の意思を尊重するJ(19.9%)、『わからないJ(14.5%)。

(6)同和地区の物件に対する忌避意識(避けようとする意識)について、「物件が同和地区にあっても、条件が

合えば、こだわらないJ(44.8%)、「わからないJ(30.5%)、「物件が同和地区にあったら、避ける」

(19.7%)。

(7)部落差別を解消するために必要と思う取組は、『差別意識をなくし人権を大切にする教育・啓発活動を推

進するJ(52.9%)が最多、次いで「相談体制を充実するJ(18.8%)、「そっとしておけば、差別は自然になく

なるJ(17.9%)、「身元調査お断り運動を推進するJ(17.2%)。

1 1 男女共同参画に関する問題について

( 1 )男女共同参画に関することで問題があると思うことは、「結婚・出産などにより女性が仕事を続けにくい社

会環境」が最多(51.8%)、次いで「男女の固定的な役割分担意識を押しつけるJ(25.3%)、「職場におけ

る仕事内容や昇進・賃金等についての男女の差J(23.6%)。

(2)男女共同参画を推進するために必要と思う取組は、『男女がともに仕事と家庭を両立できるように、就労環

境の整備を企業等に働きかけるJ(50.3%)が最多、次いで「働く場での男女の格差をなくすように、均等な

就労環境を企業等に働きかけるJ(26.7%)、『学校において、男女共同参画に関する教育を推進するJ

(26.0%)。

1 2 障がいのある人の人権について

(1 )障がいのある人の人権に関することで問題があると思うことは、「障がいや障害のある人への理解や認識

が十分でないJ(45.8%)が最多、次いで「就労の機会が少ないJ(32.2%)、「道路や交通機関、建物の段

差などにより、外出・利用するのが不便J(27.3%)。

(2)身体障がいのある人の人権が尊重されるために必要と恩う取組は、「身体障がいや障がいのある人への

理解と正しい認識を深めるための教育・啓発を推進するJ(46.7%)が最多、次いで「就労系事業所の充実

など就労支援や就労機会の確保を図るJ(32.0%)、「医療やリハビリテーション・介護のサービスを充実さ
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せるJ(27.5%)。

(3)知的障がいのある人の人権が尊重されるために必要と思う取組は、『知的障がいや障がいのある人への

理解と正しい認識を深めるための教育・啓発を推進するJ(53.6%)が最多、次いで「就労系事業所の充実

など就労支援や就労機会の確保を図るJ(31.8%)、「知的障がいのある幼児・児童・生徒に対するきめ細

やかな教育を充実するJ(26.3%)。

(4 )精神障がいのある人の人権が尊重されるために必要と思う取組は、「精神障がいや障がいのある人への

理解と正しい認識を深めるための教育・啓発を推進するJが最多(51.6%)、次いで「精神障がいのある人

のための相談体制を充実するJ(31.0%)、「医療やリハビリテーション・介護のサービスを充実させる』

(28.0%)。

(5)発達障がいのある人の人権が尊重されるために必要と思う取組は、「発達障がいや障がいのある人への

理解と正しい認識を深めるための教育・啓発を推進する」が最多(56.2%)、次いで『発達障がいのある幼

児・児童・生徒に対するきめ細やかな教育を充実するJ(28.7%)、「発達障がいのある人のための相談体制

を充実するJ(27.3%)。

13 子どもの人権について

(1)子どもの人権に関することで問題があると思うことは、「子ども同士での、暴力や仲間はずし、無視などの

いじめJ(63.3%)が最多、次いで「いじめに気づいても、見てみぬふりをしてしまうことJ(49.5%)、「インター

ネットや無料通話アプリ等を利用した嫌がらせやいじめJ(36.4%)、『保護者による育児放棄や暴力などの

虐待J(35.7%)。

(2)子どもの人権が尊重されるために必要と思う取組は、「差別やいじめを許さない子どもを育成する教育を

行うJ(33.7%)が最多、次いで「保護者が利用できる相談・支援体制を充実する」、「教職員の人権意識や

指導力を向上させるJ(それぞれ 30.0%)、「子どもの人権を尊重するための教育，啓発を推進する。」

(29.5%)。

14 高齢者の人権について

( 1 )高齢者の人権に関することで問題があると思うことは、「年金などの収入が十分でなく、経済的に自立が困

難であるJ(37.6%)が最多、次いで「公共交通機関の運行が少なく、外出しづらいJ(28.7%)、「家族や地

域と疎遠になりがちで孤独な生活を送っているJ(28.6%)。

(2)高齢者の人権が尊重されるために必要と思う取組は、「訪問支援など、高齢者を地域で支える仕組みを

整備するJ(40.0%)が最多、次いで『老人クラブの活動支援など、生きがい・健康づくりを推進する」

(38.1%)、「医療やリハビリテ}ション・介護のサービ‘スを充実させるJ(31.6%)。

15 外国人の人権について

( 1 )外国人の人権に関することで問題があると思うことは、「わからないJ(35.2%)が最多であり、特徴的である。

その他「道路や公共施設、病院等に外国語表記がなく、通訳も不十分なため、サービスが受けにくい」

(23.0%)、「文化や習慣等が違うため、地域社会に受入れられにくいJ(18.4%)。

(2)外国人の人権が尊重されるために必要と恩う取組は、「異文化を理解し、多文化共生の認識を深めるた

めの啓発・広報を推進するJ(33.1 %)が最多、次いで「日本人と地域に住んでいる外国人との交流を促進
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するJ(28.4%)、「外国人が日本語や日本の生活習慣を学習できる機会を増やすJ(26.6%)。

1 6 病気にかかわる人の人権について

( 1 )患者やその家族など病気にかかわる人の人権に関することで問題があると思うことは、「差別的言動を受

けたり、偏見の目で見られたりするJ(25.3%)が最多、次いで「経済的な理由で受診が続けられない」

(25.1 %)0 rわからない」が(23.3%)。

(2)病気にかかわる人の人権が尊重されるためにと思う取組は、「医療機関のインフォームドコンセントの徹底

やセカンド、オピニオンの推進など患者本位の医療を実施するJ(42.5%)が最多、次いで「患者やその家族

のための相談体制を充実するJ(39.9%)、「病気やそれに伴う人権問題に関する正しい知識など、の教育・

啓発を推進するJ(34.2%)。

1 7 JflJを終えて出所した人の人権について

( 1 )刑を終えて出所した人の人権に関することで問題があると思うことは、 f就労の機会が少ないJ(35.1%)が。最多、次いで「社会復帰を支援する機関が少ないJ(33.4%)、『わ村山 (30.1%)。

(2)刑を終えて出所した人の人権が噂重されるために必要と思う取組は、「社会復帰しやすくするための生活

支援(就労・住宅の支援など)を充実するJ(43.9%)が最多、次いでrJflJを終えて出所した人のための相談

体制を充実するJ(35.1%)、「犯罪の種類や刑の重さによって違うので、何とも言えないJ(31.7%)。

1 8 犯罪被害者等の人権について

( 1 )犯罪被害者及びその家族の人権に関することで問題があると思うことは、「事件のことで、周囲の人にうわ

さ話をされたり、被害者側にも落ち度があるように言われたりするJ(48.5%)、次いで『精神的なショックによ

り、日常生活に支障が生じるJ(45.6%)、「インターネット上でプライバシーに関することが公表されたり、マ

スメディアの取材によって平穏な生活ができなくなるJ(35.3%)。

(2)犯罪被害者及びその家族の人権が尊重されるために必要と思う取組は、「犯罪被害者とその家族のため

のカウンセリングや相談体制を充実するJ(55.8%)が最多、次いで『マスメディアが犯罪被害者とその家族。に配慮した報道や献を行うJ(52.4%)、「犯罪被害者等の現状や支径の必要性に対する理解を深めるた

めの教育・啓発を推進するJ、「住宅、保健医療、福祉などの被害者支緩を推進する」それぞれ(23.4%)。

(3)犯罪加害者の家族の人権に関することで問題があると思うことは、『事件のことで、周囲の人にうわさ話を

されるJ(45.1%)、次いで「インターネット上でプライバシーに関することが公表されたり、マスメディアの取

材によって平穏な生活ができなくなるJ(37.1 %)、「精神的なショックにより、日常生活に支障が生じる」

(34.8%)、「加害者家族としての苦しみについて、地域や職場・学校での理解が得られないJ(33.1%)。

1 9 性的マイノリティの人権について

( 1 )性的マイノ!Jティの人権に関することで問題があると思うことは、「性的マイノ!Jティに対する理解が足りないJ

(39.1%)が最多、一方で「わからないJ(38.8%)も多数。

(2)性的マイノ!Jティの人権が尊重されるために必要と思う取組l士、「性的マイノ!Jティに対する正しい認識と理

解を深めるための教育・啓発を推進するJ(39.6%)が最多、次いで『性的マイノリティのための相談体制を

充実するJ(25.3%)、「性の多様性に応じて法律や制度を見直すJ(24.9%)であるが、「わからないJ

(35.4%)も多数。
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20 個人のプライバシーについて

個人のプライパシーに関して守られていないと感じることは、「知らない企業や団体からダイレクトメールが

届いたり、訪問や電話による勧誘を受けることJ(63.8%)が最多、次いで「民間企業や名簿業者などにより自

分に関する情報が知らないうちに集められ、管理されることJ(30.2%)、「インターネットの掲示板への書き込

みや電子メールの書き込みJ(26.8%)。

21 身元調査について

(1)自分の子どもが結婚するとき、親の立場から相手の身元調査を行うことはやむを得ないと思うかどうかにつ

いて、「そう思うJrどちらかといえばそう思うJと答えた人は合わせて 32.3%0rそう恩わないJrどちらかといえ

lまそう恩わないJと答えた人は合わせて48.4%0rどちらともいえないJと答えた人は 13.9%。

(2)身元調査を行うことはやむを得ないと思う理由として、「子どもの将来に重要な関連があるからJ(46.1%)、

「相手を信用する根拠となるからJ(40.8%)、「世間一般に行われているからJ(6.9%)。

22 インターネット上における人権について

(1 )インターネット上における人権に関することで問題があると思うことは、「無断で他人のプライバシーに関す

ることが掲載されるJ(42.8%)が最多、次いで「他人を誹務中傷する表現が掲載されるJ(40.8%)、「出会い

系サイトなど犯罪を誘発する場となっているJ(28.6%)、「子どもたちの聞で、インターネットや無料通話ア

プリ等を利用したいじめがあるJ(27.0%)、『個人情報の流出等の問題が多く発生しているJ(26.1%)。

(2)インターネット上の人権侵害を解決するために必要と思う取組は、「違法な情報発信に対する監視・取締り

を強化するJ(36.4%)が最多、次いで「学校での子どもに対する情報モラル教育や保護者への啓発などを

充実するJ(33.6%)、「インターネット上での人権侵害に対して措置ができるように法律を整備するJ

(31.0%)。

23 ユニバーサルデザインの認知度について

。

「内容・意味についてよく知っている」と回答した人は 21.6%。また「言葉は聞いたことがあるが、内容、意 。
味についてはよく知らない」と回答した人は 32.1%0rまったく知らないJと回答した人は 41.0%。

24 鳥取県は人権が尊重される社会になっているか

職場や学校、家庭、地域などにおいて、人権が守られているかについて、「そう思うJrどちらかといえばそう

思う」と回答した人は合わせて 51.3%0rそうは思わないJrどちらかといえばそう恩わない」と回答した人は合

わせて25.5%。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー圏、
問 1 (r人権』について自身に関わることとして考えたことがあるか)

あなたは「人権」について、あなた自身に関わることとして考えたことがありますか。 (0は1つだけ)

Aよくある.12.2% D.まつ士くない.7

Bたまにある.38.9%

E.わからない.3.2%

.. -圃園田圃圃圃圃圃圃圃回・・・・・・・・・・圃圃圃園田園園田園圃・・・・・・・・・・・・・・・・・圃圃圃圃・・・圃胴圃

.r人権』について、自身に関わることとして考えたことがあるかどうかについてJA.よくあるJ.rsほにあ るJO
は合わせて 51.1%と、約 5割の人が人権を自身に関わることとして考えている.また、 rc.ほとんどないj、ro.

まったくない』は合わせて44.8%だった。

【参 考】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比べて異なっているため、参考とLてご参照ください。

前回調査(H23鳥取県人権意識調査}

問1 あなたは「人権」について、身近に考えたことがありますか。 (0はひとつだけ}

D.まったくなb九3

Bたまにある.50.4%

Eわからない.1.8%

「人権』について、身近に考えたことがあるかどうかについて、 rAたびたびある」、『日たまにある」は合わせて67.4%と6!1Jを超え

る人が人権を身近に考えている。また、 rcほとんどない』、 roまったくない』は合わせて 28.0¥だった。
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【性別・年齢との関係】

〔図 1-1) 問 1 r人権Jについて自身に関わることとして考えたことがあるか と 性別の関係

.A.よくある ロB.たまにある ・Cほとんどない ロDまったくない ・Eわからない ロ無回答

全体 0.8 

男性 1.3 

女性 0.4 

。% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

(づ 性別でみると〔図1-1J、fAよくある」、 fBたまにあるJを合わせると、男性が 48.5%、女性が 53.5%となってい

る。また、 fC.ほとんどないj、fD.まったくない』を合わせると、男性が 47.6%、女性が 42.5%となっている。

。

〔図 1-2) 問 1 r人権」について自身に関わることとして考えたことがあるか と 年齢の関係

"A.よくある ロBたまにある ・cほとんどない ロD.まったくない ・E.わからない ロ無回答

全体

16-19歳

20........29歳

30-39歳

40-49歳

50-59議

60-69歳

70-79歳

80歳 ~
E 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

年齢別でみると〔図 1-2J、fAよくある」、 fBたまにある」を合わせると、 40歳代(62.1%)、 50歳代(56.5%)の

割合が最も高くなっている。またfC.ほとんどない」、 fD.まったくないjを合わせると、80歳以上(54.3%)、70歳代

(49.7.%)、60歳代(48.7%)で、他の年代と比べて高くなっている。
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ーーーーーーーーーー由ーーーーー田ーーーーーーーーーーーー園、
閥会①(人権侵害一被害経験の有無)

過去5年間ぐらいの日常生活の中で、あなた自身が差別や人権侵害を受けたと思ったことがありま

すか。 (0は1つだけ)

B.たまにある，14.8%

』圃圃 ・ ・ - - - ----嗣圃画圃圃圃圃圃・圃圃園田・・圃・・・・・・・・・・・圃・・陣圃圃圃・・圃園田町圃圃

-過去5年間ぐらいの日常生活の中で、差別や人権侵害を受けたことがあるかどうかについて、 rAよくある』、

rB.たまにあるJIま合わせて16.8%0rC.ほとんどない』、roまったくないJI立合わせて77.4%と、人権侵害を受け

たことのない人がB割弱となっている。

【参 考】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比ベて異なっているため、参考としてご参照ください。

前回調査(H23鳥取県人権意鰻翻査}

閉会① 日常生活の中であなた自身が差別や人権侵害を受けたことがありますか。 (0はひとつだけ)

Aたびたびある.2.0% F.無回答.5.1%

B.たまにある.15.2%

日常生活の中で差別や人権侵害を受けたことがあるかどうかについて、 rAたびたびある」、 rs.たまにあるJI立合わせて 17.2%。

rc.ほとんどない」、 roまった〈ないJは合わせて 72.5首と人権侵害を受けたことのない人が7割以上となっている。

-14-
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【性別・年齢との関係】

[図2-1) 閉会①人権侵害一被害経験の有無と性別の関係

.Aよくある ロBたまにある ・cほとんどない ロDまったくない ・E.わからない ロ無回答

全体 0.6 

男性 0.9 

女世 0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 7m地 80% 90% 100% 。性別でみると〔図?仏 rA.よくある」、 rBたまにある」を合わせると、女性が高く(男性 13.6%、女性 19.6%)、

rC.ほとんどないJ、rD.まったくない」を合わせると、男性が高くなっている(男性80.1%、女性 75.2%)。

。

【図2-2] 閉会①人権侵害一被害経験の有無と年齢の関係

.Aよくある ロBたまにある ・cほとんどない ロD.まったくない 圃 E.わからない ロ無回答

年齢別でみると[図 2-2J、20歳代から50歳代では約2害rJの人が、 rA.よくある」、 rB.たまにある」と回答してい

るが、 16~19 歳 (6.5%) 、 80 歳以上 (9.8%) では、 l 苦手lに満たなかった。
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の関係

人権侵害一被害経験の有無

『人権Jについて自身に関わることとして考えたことがあるか

と

問 1

【他の設聞との関係】

閉会①【因子3)

人権侵害一被害経験の有無問2-①

。

ロ無回答.E わからないロDまったくない

60省

• C.ほとんどない

40. 

ロBたまにある

30偽

.Aよくある

ほとんEない

まったくない

問

「
人
権
」
に
つ
い
て
自
身
に
関
わ
る
こ
と
と

し
て
考
え
た
こ
と
が
あ
る
か

。100~‘ 

問l(r人権」について自身に関わることとして考えたことがあるか)との関係では〔図 2-3J、自身lこ関わることし

て考えたことが「よくある」、「たまにある」と回答した人ほど、人権侵害を受けた経験がfA，よくある」、 fBたまにあ

る』と回答している。

自身に関わることとして考えたことが「ほとんどないJ、『まったくない」と回答した人の約9割は、被害経験がfC.

ほとんどない」、 fD.まったくないJと回答している。

-16-
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ーー四ーー四ーーーーーーーーーーーーーーーーー-，
間2ー②(人権侵害一被害経験の種類)

問 2-①で「よくある」または「たまにあるJを選択された方におたずねします。それはどのようなことで

すか。 (0はいくつでも)

Aあらぬ噂、他人からの悪口、かげ口

日職場での嫌がらせやいじめ

(パワーハラスメントを含む)

C名誉・信用の段損、侮辱

D.差別待遇(人種・信条・性別・担会的
la.3~ 

身分等による不平等・不利益な取担し市

E.プライバシーの侵害

。; F.地域などでの嫌がらせやいじめ

。

G.公務員(国・自治体等の職員、

警察官、教員等)による不当な取扱い

Hドメスティック・パイオレンス(DV:na偶者や

恋人などからの身体的・精神的・性附ょ暴力)

L暴力、脅迫、強要

J家庭内での暴力や膚待

Kセクシュアノレ・ハラスメント

(性的嫌がらせ)

L学校での嫌がらせやいじめ

M.インターヰット上の掲示板等

への不適切な書き込み

N学校での体罰

o.答えたくない

P性暴力 I0.0% 

Qストーカー行為 I0.0% 

Rその他

無回答

-間 2ベDで『よくある』、『たまにある』と回答した人が受けた差別や人権侵害の種類については、rA.あらぬ噂、

他人からの悪口、かげ口J(49.5%)が最も高〈、次いで、 rB膿場での嫌がらせやいじめ(パワLーハラスメント)を

含むJ(34.9%)となっている.
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【参 考】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比べて異なっているため、参考としてご参照ください。

前回調査(H23鳥取県人権意識調査}

問 2-② 問 2-①で「たびたびあるJ文lま「たまにあるJと回答された方におたずねします。特に、差別や人権侵害を受けた

のはどのようなことですか。 (0はい〈つでも)

A差別待遇(人種・信条・性別・社会的身分等

により不平等・不利益な取扱いをされること)

B名誉・信用段損、侮辱

C.地域などでの仲間はずれ、いじめ

Dプライパシーの侵害

E公務員(国・自治体等の職員、警察官、

教員等)による不当な取扱い

F.家庭内での暴力、虐待

G セクシュアノレ・ハラスメント

(性的いやがらせ)

H.ストーカー行為

Iインターネット上の掲示板等への

不適切な書き込み

J.その他

無回答

問2ベDで「たびたびある」、「たまにある」と回答した人の差別や人権侵害の種類について、 rA差別待遇(人種・信条・性別・社

会的身分等により不平等・不利益な取扱いをされること)J (40.7紛が最も高〈、次いでrB名誉・信用段損・侮辱J(37.3%)となってい

る。

18 
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【性別凶年齢との関係】

[図 2-4] 問 2-②人権侵害一被害経験の種類と性別の関係

Aあらぬ噂、他人からの悪口、かげ口

B.職場での嫌がらせやいじめ

(パワ」ハラスメントを含む)

C.名誉・信用の駿損、侮辱

D.差別待遇{人種・信条・性別・社会的身分等

による不平等・不利益な取扱U、)

Eプライパシーの侵害

F地域などでの嫌がらせやいじめ

G.公務員(国・自治体等の職員、

警察官、教員等)による不当な取扱い

Hドメスティック・パイオレンス(DV:配偶者や恋ム

などからの身体的・精神的・性的な暴力)

l暴力、脅迫、強要

J家庭内での暴力や虐待

K.セクシュア1"・ハラスメント

(性的嫌がらせ)

L学校での嫌がらせやいじめ

M.インターネット上の掲示板等

への不適切な書き込み

N.学校での体罰

口答えたくない

P性暴力 I~.凹
0.0% 

スト十行為L2
Rーその他

無回答

性別でみると〔図 2-4J、fB.職場での嫌がらせやいじめ(パワーハラスメントを含む)J、fC.名誉・信用の敷損、

侮辱Jでは、男性の方が女性よりも大幅に高くなっている。

fH.ドメスティック・バイオレンスJ、f].家庭内での暴力や虐待」、 fK.セクシュアル・ハラスメント(性的嫌がら

せ)Jなどは、女性だけしか回答がなかった。
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年齢別でみると〔図 2-5)、rA，あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口J(65.5%)、rC.名誉・信用の毅損、侮辱J

(34.5%)が30歳代で高く、 rB.職場での嫌がらせやいじめ」が20歳代(50.0%)で高い。 rD.差別待遇(人種・信

条・性別・社会的身分等による不平等・不利益な取扱い)Jは60歳代(30.8%)が高くなっている。
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開会③(人権侵害一被害の相談先)

同じく問 2ベDで「よくある」または「たまにある」を選択された方におたずねします。そのことについて、 l 

だれかへ相談しましたか。 (0はいくつでも)

A友人、同僚

B.家族や親戚

C.何もしなかった

D自分で処理(解決)した

E職場町上司や事業主

F国や県、市町村の人権相談窓口

{電話相談やメール相談を吉む)

G.職場の人権担当相談員

H民生委員・児童委員など地域の人

1.弁護士などの専門家

J学校など(幼稚園、保育簡

を含む)の教職員等

Kインターネット上の友人・知人

L.F以外の相談機関(法テラス、NPQ等)

Mその他

無回答

ーーーーーー回目ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
圃閉会①で『よくある」、『たまにある』と回答した人の相談先について、 rA友人、同僚J(38.5%)が最も高〈、次

いで、rB.家族や親戚J(31.2%)となっている。

次に高いのは、 rc.何もしなかったJ(22.5%)となっている。
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【参 考】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比Hて異なっているため、参考としてご参照ください。

前回調査(H23島取県人権意識調査)

問 2ー③ 同じ〈問 2ベDで「たびたびある」文は「たまにある」と回答された方におたずねします。差別や人権侵害を受けたと

幸、どなたかへ相談されましたか。 (0はいくつでも)

A友人、同僚、上司

B両親、兄弟、子ども、親戚

C.何もしな泊りた

D.自分で処理(解決)した

E国や県、市町村の人権相談窓口

F.弁護士

G.E以外の相談機関(法テラス、

人権文化センター等)

日職場の人権担当相談員

Iその他

無回答

問2ベDで「たびたびあるJ、『たまにある』と回答した人の相談相手について、 rA.友人、同僚、上司j(41.1也)が最も高〈、次いで

rB.両親、兄弟、子ども、親戚j(24.3首)となっている。

ただ、 rc何もしなかったj(22.1首)も高くなっている。
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【性別・年齢との関係】

[図2-6) 問2ー③人権侵害一被害の相談先と性別の関係

A友人、同僚

B家族や親戚

C.何もしなかった

D 自分で処理(解決)した

E.職場の上司や事業主

F.国や県、市町村の人権相談窓口

(電話相談やメーノレ相践を含む)

G.職場の人権担当相談員

H民生委員・児童委員など地域の人

1.弁護士などの専門家

J学校など(幼稚園、保育園

を含む)の教職員等

K.インターネット上の友人・知人

L.F以外の相談機関{法テラス、 NPO等)

Mーその他

無回答

性別でみると[図 2-6)、rc.何もしなかった。」、 rD.自分で処理(解決)した」では、男性の方が大幅に高くな

っている。

rA.友人、同僚J、rB.家族や親戚」では、女性の方が大幅に高くなっている。
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20-29-'1 1会I7.1喝
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50-59織長I4.9笥

60-69. r¥.¥tl 12.8省

u‘ 70-79・

年齢別でみると〔図 2-7)、rA.友人、同僚J(64.3%)、rB.家族や親戚J(57.1%)は20歳代が最も高い。 rB.家

族や親戚Jは、年代が上がるにつれて低くなる傾向にあるoまた、 rc.何もしなかったJI士、 80歳以上(66.7%)で

最も高く、 rD.自分で処理(解決)したJは、 70歳代(29.2%)で最も高くなっている。
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間3ー①(希望する相談先)

あなたは、自分や家族が差別や人権侵害を受けたとき、誰に相談したいと思いますか。 I

(0は3つ以内)

A家族や親戚

日友人、同僚

C.圏平県、市町村の人権相談窓口

(電話相談キメール相談を含む)

D弁護士などの専門家

Eどこにも相談しないで、

自分で処理(解決)したい

F.民生委員・児童委員など地域の人

G職場の上司や事業主

H学校など(幼稚園、保育園

を含む)の教職員等

I.C以外の相談機関(法テラス、 NPO等)

J職場の人権担当相談員

K.インターヰット上の友人・知人

しわからない

M.その他

無回答

53.7% 

ーーーーーー ー・ ・ー ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーー---

圃自分や家族が差別や人権侵害を受けたとき、相談したいと思う先について、 fA家族や親戚J(53.7%)が最

も高〈、次いで、 fB.友人、同僚J(36.2%)、fC.国や県、市町村の人権相談窓口(電話相談やメール相談を含

む)J(26.4%)となっている。
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【参 考】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比べて異なっているため、参考としてご参照ください。

前回調査(H23島取県人権意識翻査)

問3①あなたは、自分や家族が人権侵害を受けたと昔、公的機関(国や県、市町村の相談機関)に相談したいと思います

か。 (0は1つだけ)

A公的機関へ相談し

支援を受けて解決したい.9.0%

Bできるだけ自分や家族・友人で解決したいが、

公的機関への相談や支援も受けたい.49.3%

C.公的機関には相談したくない.13.1%

無回答.6.1%

自分や家族が差別や人権侵害を受けたときに、公的機関に相談するかどうかについて、 rA公的機関へ相談し支援を受けて解

決したい」、 rBできるだけ自分や家族・友人で解決したいが、公的機関への相談や支援も受けたいJを合わせて 58.3国となってい

る。
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(プ)

。

【性別・年齢との関係】

[園長1) 問3ベD 希望する相譲先と性別の関係

A家族や親戚臨I!i嚇議議期5瀦制欄榔綴糊問幾議選向 E盛ん鮒銀総綴 燃鰍織機欄体…i附 |63.1%

自̂~.， 

B.友人、同僚

C.国や県、市町村の人権相談窓口

(竜話相談やメール相談を含む)

D.弁護士などの専門家

Eどこにも相談しないで、

自分で処理(解決)したい

F.民生委員・児童委員など地域の人
戸盤1u・Uj

-男性

G職場の上司や事業主鱗-扇 5.2唱l ロ女性

H.学校など(幼稚園、保育園

を含む)町教職員等

I.C以外の相談機関(法テラス、 NPO等)

J.職場の人権担当相談員

Kインターネット上の友人・知人

Lわからない

Mその他

無回答

性別でみると[図 3-1J、fC.国や県、市町村の入権相談窓口J、fD.弁護士などの専門家」、 fEどこにも相

談しないで自分で処理(解決)したい」では、男性の方が大幅に高くなっている。

fA.家族や親戚」、 fB.友人、同僚Jでは、女性の方が大幅に高くなっている。
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〔図 3-2] 問 3-① 希望する相談先 と 年齢 の関係

16-19. 

20....29歳

30....39歳

40......49. 

50-59. 

関-59織

70-79盆

制 緩 ~

Eどこにも綿服しないで、
自分で処理(解決}したい-16-19.総 I 2目指i

20-2抱強

関 -59揖

60-698 

LC以外の相談働関{法テラス、NPO・J)
16-19a 0.0包

20-29.11 

30-39. .." 
<10-49" 3.2'Ji 

50-59:歳 !tI 5凪

関~締歳 2.8誌

70-79歳 3.8省

80.- 2.2‘ 

16-19直接 I 0.0‘ 
2泊-29・f.il6.5略

30-39" I 0品

40-49繊 "鴎

50-羽織 1.，省

6悶~ω歳 ." 
";;TL1 

Mその他

一

58.1弘

F民生受員ー児童受員など地域の人

0.00‘ 
0.'" 

1.3'.4 

1.6'‘ 

J蔵相.の人権担当初際員

3.2鳴

4.4'掲

Z訓

0.0偽

0.00‘ 

0.00‘ 
。必需

2.6" 

3~' 

2.4'弘

4.!騎

f.iI 5.7弘

無回答

一

戸!

阪iI14.1" ! 
一

320‘ 
齢I5.5‘ 

I!t! 1.')‘ 
阪;¥1 12.1" 

[>il 6.1" 

2.1'.4 

O.6~‘ 

0.0‘ 

KJインターネ Fト上η友人・知人

0.0省

O.3!‘ 
O.3!‘ 
0.'弘

0.'" 

D.'与護士などの専門家

3.2‘ 
0.00‘ 

10.6弘

11.1笥

15.6'‘ 

12.8'‘ 

9.6'‘ 

H白学校など{幼稚閥、保育闘

を含む}の般職員等
除守明 田町-ー寸一一ーーーー-

E記I12.9‘ 
I 1.4'.4 

tJ 6.6~掲

附 10.5¥

2悦

2.41‘ 
0.6'弘

0.00‘ 

Lわからない

'2.輸

'"‘ 
7.6!‘ 

年齢別でみると[図 3-2J、若い年代ほど、 fA.家族や親戚」、 fS.友人、同僚Jが高くなっている。

fC.国や県、市町村の人権相談窓口(電話相談やメール相談を含む)Jは、 50歳代(35.0%)、60歳代(30.2%)

が高くなっている。

また、 fF.民生委員・児童委員など地域の人」は、年代が上がるにつれ高くなっている。
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希望する相談先

問1 r人権』について自身に関わることとして考えたことがあるか

と

【他の設問との関係】

問3ベD[図 3-3)

の関係

希望する相談先問3-①

D弁理士などの専門寂

，..‘ 

Il.8!i 

1払泊

，." 

よ〈ある

たまにある

ほとんどない

ま，ヲた〈ない

C 
M学校など{幼稚種保育園

を含む}の教職員宅事

柵

間

'"‘ 

i‘" 

G...の上司や事業主

阪湾 10.]‘ i 

一
泊内
ド主

。縄

F民生委員児怠"Ji1
など地繊の人

‘" 
間

'“ 
'.5‘ 

わからない

よ〈ある

たまにある

叩

13.5'‘ 

Lわからない

17.1‘ 
19.5¥ 

阪とんどない

定。た<tJ:~、

抽出、

1騎

h岨.... 

.. .. 

0.25 

，.，‘ 

.... 

。臨

。島

1・..・の人権鍾当初桜貝

，... 

'"‘ 
...‘ 
陥

'.C以外の相候観測
{法テラス.NPO等}

一...‘ 
<l.'" 

，." 

，..‘ 

附

"ある

た曹にある

限色んどな山、

ヨ長。た〈ない

わからない

間
1 

「
人
権
」
に
つ
い
て
自
身
に
関
わ
る
こ
と
と
し
て
考
え
た
こ
と
が
あ
る
か

。
無回答
十

Mその他

一百
例
F

一
叩

間

2.1' 

制ヨ出い il.怖

，... 

ほとんどない

事。た〈ない

たまにある

閑l(r人権Jについて自身に関わることとして考えたことがあるか)との関係では〔図 3-3J、自身に関わることと

して考えたことがある人ほど、 rc.国や県、市町村の人権相談窓口Jを選択する割合が高くなっている。

-29-



d 

の関係人権侵害一被害の相談先問2ベIDと希望する相談先問3ベD[鴎 3-4)

希望する相談先問3-(①

。

。

.I.C以外の相談機澗{法テラス、NPO等)

ロF民生委員・児童書員など地続の人

.C園や県、市町村の人権相自慢窓口

(電話相肢やメール相談を含む)

.Kインターネット上の友人・知人

ロN。学校など{幼曙園、保育園

を含む}の敏職員等

.J職畿の人権担当相談員

.Eどこにも相践しないで、

自分で処理(解決}したい

.C 職場のよ司や事業主

ロD弁護士などの専門家

.A家集や親戚

ロB友人、同僚

ロLわからない

.Mその他

ロ無回答

無回答DEF c B A 

友人同僚

弁護士などの専門家

インターネットよの友人・知人

自分で処理(解決)した

その他

何もしなかった

職場の上司や事業主

職場の人権担当相談員

学校など{幼稚園、保育園

を含む)の教職員等

民生委員・児童委員

など地械の人

家銭や親戚

園や県、市町村の人権相談窓口

(包話紹離やメール相援を含む)

8以外の相能機関

(法テラス、NPO等]

問

2
1
@

人
権
慢
害

l
被
容
の
相
酸
先

300.0 

閉会③(人権侵害一被害の相談先)との関係では〔図 3-4)、被害を受けても「何もしなかった」人の半数近く

が、「家族や親戚」への相談を希望していた。
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("I 
¥ノ

() 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
問 3ベ2l(相談先に求める内容)

問3ー①で相談したい先を選択された方におたずねします。・

その相談先に対して、特にどのようなことを求めますか。 (0は1つだけ)

B公平公正な仲栽，14.9%
c.精神的被害の回復
への支援，10.2%

口被害に対する
経済的支援，0.7%

Fその他，1.2%

無回答，4.3%

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
-問3ベDで相談したい先があると回答した人で、その相談先にどのようなことを求めるかについて、 rE親身に

なって話を聞き、共感してくれることJ(35.9事6)が最も高〈、次いで、 rA.法律的な知識や経験に基づいたアドバ

イスJ(32.8%)となっている。

【参 考】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比べて異なっているため、参考としてご参照ください。

前回調査(H23鳥取県人権意識調査)

問 3-② 問 3-①で『公的機関へ相談し支援を受けて解決したい』又は「できるだけ自分や家族・友人で解決したいが、公的

機関への相談や支援も受けたい」と回答された方におたずねします。公的機関に対して特にどのような支援を求

めますか。 (0は1つだけ)

c.精神的被害の
回復への支援， 14.3% E.その他， 1.3% 

B公平公正な仲裁， 28.7%

D.被害に対する 無回答.3.5%
経済的支援， 2.2%

問3①で『相談して解決したい」、「できるだけ自分で解決したいが、相談もしたいJと回答した人で、公的機関に求める支援に

ついて、 rA法律的な知識や経験に基づいたアドバイス」が49.9%と最も高〈、次いでrs公平公Eな仲裁Jが28.7%となっている。
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【性別・年齢との関係】

[図 3-5) 関与②相談先に求める肉容と性別の関係

.A法律的な知識や経験に基づいたアドバイス ロB.公平公正な仲裁

.C精神的被害の回復への支援 ロD被害に対する経済的支援

・E親身になって話を聞き、共感してくれること ロFーその他

ロ無回答

全体

男性

女性

性別でみると〔図 3-5J、男性では、 fA.法律的な知識や経験に基づいたアドパ司スJが高く(男性41.5%、女性

27.0%)、女性では、 fE.親身になって話を聞き、共感してくれることJが高くなっている(男性 25.5%、女性

43.3%)。
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〔図 3-6) 問3ベi)相談先に求める内容と年齢の関係

.A.法律的な知識や経験に基づいたアドバイス ロB公平公正な仲裁

.C.精神的被害の回復への支援 口口被害に対する経済的支援

・E.親身になって話を聞き、共感してくれること ロFその他

ロ無回答

16-

。

年齢別でみると〔図 3-6)、rA.法律的な知識や経験に基づいたアドバイス」は50歳代(43.8%)が最も高く、 rE.

親身になって話を聞き、共感してくれること」は 16~19 歳 (69.6%) が最も高くなっている。

。

33ー



圃圃・・・圃・圃圃・・・・・・・・・固圃同園周圃・・・・・・・・・・・・・幽圃圃・・・園田園・・・・・・・・・・・・・・・『

問 4(県肉に存在していると思う人権問題)

あなたは、鳥取県内において、どのような人権問題があると思いますか。 (0はいくつでも)

A同和問題に関すること

B.障がいのある人に関すること

C.高齢者に関すること

D男女共同参画に関すること

E.在日韓国・朝鮮人に関すること

F.子どもに関すること

G病気にかかっている人や

その家族伝聞すること

日経済的に自立した生活が

困難な人に関すること

1.刑を終えて出所した人に関すること

J.日本で暮らす外国人(在日韓国・

朝鮮人以外)に関すること

K.犯罪被害者やその家族に関すること

L性同一性障がい者や同性愛者等の

性的マイノ~ティ(少数者)に関すること

M東日本大震災による被災者に関すること

N差別や偏見が存在してb唱とは思わない

ロアイヌの人々に関すること

P.選択肢以外の人権問題に関すること

Qわからない

無回答

8% 

ーーーーーーーーーーーーーーーー--ーーーーーーーーーーーー』
-鳥取県肉に存在していると思う人権問題については、 rA.同和問題に関することJ(57.8%)が最も高〈、次い

で、 rB.障がいのある人に関することJ(50.7%)、rc.高齢者に関することJ(26.6%)、ro男女共同参画に関する

ことJ(26.3%)となっている。
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【参 考】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比べて異なっているため、参考としてご参照ください。

前回調査(H23鳥取県人権意識調査)

問 4 鳥取県内において、人々の意識の中に差別が存在していると思うのは、次のどれだと思いますか。

(0はいくつでも)

A.同和地区の人々に関すること

C 

B.障がい者に関すること

C 日本で暮らす外国人(在日韓国・

朝鮮人)に関すること

D.女性に関すること

E刑を終えて出所した

人に関すること

F病気にかかっている

人に関すること

G.高齢者に関すること

H性同一性障がし中同性愛者等の

性的マイノリテイ(少数者)に関すること

I犯罪被害者やその家族に関すること

J日本で暮らす外国人(在日韓国・

朝鮮人以外)に関すること

K子どもに関すること

L差別や偏見が存在

しているとは思わない

M アイヌの人々に関すること

Nわからない

。 。ーその他

無回答

鳥取県内の人々の意識の中に存在していると思う差別について、 rA同和地区の人々に関すること』が56.2目と最も高〈、次いで

rs.障がい者に関すること』が 46.3冒となっている。

k
u
 句。



【性別・年齢との関係】

[図4-1) 悶4 県肉に存在していると思う人権問題 と性別の関係

A同和問題に関すること

B障がいのある人に関すること

C高齢者に関すること

D男女共同参画に関すること

E在日韓国・朝鮮人に関すること

F.子どもに関すること

G病気にか措〉っている人や

その家族に関すること

H.経済的に自立した生活が

困難な人に関すること

I.mを終えて出所した人に闘すること

J日本で暮らす外国人(在日韓国・

朝鮮人以外)に関すること

K.犯罪被害者やその家族に関すること

し性同ー性障がい者や同性愛者等の

性的マイノリティ(少数者)に関すること

M東日本大震災による被災者に関すること

N差別や偏見が存在しているとは恩わない

O.アイヌの人々に関すること

P.選択肢以外の人権問題に関すること

Qわからない

無回答

性別でみると〔図 4-1]、 rD.男女共同参画に関すること」では、女性の方が大幅に高くなっている。
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20.1笥

20.n. 

の関係

C府働者に関すること

。備一一了一

羽 a4
30・‘
26.1司

幻2j

年齢と県肉に存在していると思う人権問題問4〔図牛2)

16-19織

60-6911: 

70-79. 

2<)-29梅

30-羽根

4ω-49菌根

50-59館

..3‘ 

F子どもに測すること-0.0帽 i

問 i
'92‘1 

25司

岡吋
19.'偶 1

14.6‘: 

8同線~

20-29. 

30-39峨

ω-69歳

70-79. ぐ〉
80織~

18.4‘ 

16.6掲

P.A-M.O以外の

人権問題に闘すること

一一一寸一一-
a繍|

4.'‘ 
'.6‘ 

2.11 

，.‘ 

''''‘ 

2.4'笥

1.41‘ 

。アイ3誌の人々に隠すること

一

9.'‘ 

u‘ 

.，‘ 
'.6品

，.‘ 
"" 

1.6" 

0." 

N.釜別や偏見が存在してu、る
とは恩わない-a侃 i

3.11 : 

包醐 ; 
13.01‘a 

4.1" 

3.3‘ 
2繍

'"‘ 

M東日本大震災による

被災者に関すること

一回 i

80峨~

... 

。
I.n‘ 3.'‘ 

'''' 16-19. 

2<)-お餓 0." 

。.0省

'"‘ 

mbu巳

0.7‘ 

30-39蛾

40-49旗

印-59"
ω-6911 rn 
10-19. 

80.-

年齢別でみると[図 4-2J、20歳代以上の各年代では、 rA同和問題に関すること』が最も高く、次いで、 rB.障

がいのある人に関することJとなっている。

80歳以上では他の年代と比べ、 rN.差別や偏見が存在しているとは思わないJ(13.0%)が高い。

J 
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【他の設問との関係】

県肉に存在していると思う人権問題

問 1 r人権』について自身に関わることとして考えたことがあるか

と問4[図H)

の関係

県内に存在していると.!lう人権問題問4

ロB隊がbザコある人に関すること.A同和問題に聞すること

ロD高働者に聞すること.c男女共同参画に囲すること

.F子どもに関すること.E在日締国・朝鮮人に閉すること

ロH経務的に釘立した金請が困難な人に閲すること.C病気にかかっている人やその家篠に閲すること

• J日本で事ら十外国人(/EAIII国・朝鮮人以外)に闇ずること

ロL性伺ー位陣がい者や同性愛者等の

性的マイノリティf少散者w関すること

ロN差別や偏見がff/Eしても唱とは思わない

.l.}刊を終えて出所した人に関すること

.K。担罪被害者やその宰族に関すること 。.M東日本大震現による後見者に聞すること

.p理択肢以外出入借問坦に関すること.0アイヌの人々に閉すること

。

ロ無回答

. 
500.0 

-4曲。

回 Qわからない

よ〈ある

たまにある

まった〈ない

わからない

ほとんどない

間
1 

『
人
権
』
に
つ
い
て
自
身
に
関
わ
る
こ
と
と
し
て
考
え
た
こ
と
が
あ
る
か

600.0 

問 1(r人権Jについて自身に関わることとして考えたことがあるか)との関係では〔図 4-3J、自身に関わることと

して考えたことがある人ほど、さまざまな人権への問題意識が高くなっている。全ての層において、「同和問題J

や「障がいのある人Jに関することへの問題意識が高くなっている。
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ーーーーーーーーーーーーー-，
間5(人権意識の向上のために必要な取組み)

あなたは、人権問題についての理解を深め人権意識を高めるために、特にどのような取組みが必要

だと思いますか。 (01ま3つ以肉)

A学校教育の中で、人権を尊重

する，t"を育てるよう努める

B家庭教育の中で、人権を尊重

する'L'を育てるよう努める

C.行政が人権意識を高めるための

啓発活動などを積極的に推進する

口県民一人ひとりが、気づきを行動に移したり、

積極的にボランテイア活動に参加したりする

E企業が職場における人権尊重

に向けた取組みを充実する

F自治会などが地域における人権

尊重に向けた取組みを充実する

G.個人の意識の問題であり、

他人が介入する必要はない

H.県民一人ひとりの人権意識は斗分に

高まっており、これ以上の取組みは必要ない

I.NPOなど民間活動団体が人権尊重

に向けた活動を積極的に実施する

Jわからない

Kその他

無問答

。』ーーーーーーーーーーーーーー田ーーーー四ー-ーーーーーーーー
・人権問題についての理解を深め人権意識を高めるために必要と思う取組みは、rA学校教省の中で、人権

を尊重する心を育てるよう努めるJ(64.5%)が最も高〈、次いで、 rB家庭教育の中で、人権を尊重する心を育

てるよう努めるJ(55.4%)となっている。
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【参 考】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比べて異なっているため、参考としてご参照ください。

前回調査(H23鳥取県人権意践調査)

問 6 人権問題についての理解を深め人権意識を高めるために、今後どのような取組みが必要だι思いますか。次の

中からあなたの考えに近いものをお答えください。 (01ま3つ以内)

A学技教育の中で、人権を尊重

する，c.~を育てるよう努める

B家庭教育の中で、人権を尊重

する心を育てるよう努める

C.差別や偏見につながる社会の

慣習やしくみを改善する

D.行政が人権意識を高めるための

啓発活動などを積極的に推進する

E企業(職場)における

取組みを充実させる

F自治会など地域での
印 刷

取組みを充実させる

G個人の意識の問題であり、

他人が介入する必要はない

H人権問屈に取り組む民間

活動団体を支援・育成する

I人権意識は十分高まっており、

これ以上の取組みは必要ない

J.eう取り組んでも変わらない、

あるいはむだである

Kわからない

しその他

無回答

人権問題についての理解を深め、人権意識を高めるために必要と思う取り組みは、rA学校教育の中で、人権を尊重する心を

育てるよう努めるJが 49.側、次いで「自家庭教育の中で、人権を尊重する心を育てるよう努める」が 46問、 rc差別や偏見につな

がる社会の慣習やしくみを改善するJが 42.5%と高い割合を占める。
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【性別司年齢との関係】

〔図 5-1) 開5 人権意識の向上のために必要な取組み と 性別の関係

A.学校教育の中で、人権を尊重

する心を育てるよう努める

B.家庭教育の中で、人権を尊重

する心を育てるよう努める

C.行政が人権意識を高めるための

啓発活動などを積極的に推進する

口県民一人ひとりが、気づきを行動に移したり、

積極的にボランティア活動に参加したりする

E.企業が職場における人権尊重

に向けた取組みを充実する

F.自治会などが地域における人権

尊重に向けた取組みを充実する

G.個人の意識の問題であ明、

他人が介入する必要はない

H.県民一人ひとりの人権意識は十分に

高まっており、これ以上の取組みは必要ない

I.NPOなど民間活動団体が人権尊重

に向付た活動を積極的に実施する

Jわからない

Kその他

無回答

性別でみると〔図 5-1J、rc.行政が人権意識を高めるための啓発活動などを積極的に推進するJ、rG.個人

の意識の問題であり、他人が介入する必要はない」では、男性の方が大幅に高くなっている。

rB.家庭教育の中で、人権を尊重する心を育てるよう努める』、 rD.県民一人ひとりが、気づきを行動に移し

たり、積極的にボランティア活動に参加したりする」では、女性の方が大幅に高くなっている。
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の関係
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G個人の意憶の問題であり

他人が介入する必要はない

抗iτ「「一一一

24.1哨

20.7‘! 

80.-

B企業が臓窃における

人権線量に肉けた取組みを充実する

日噛n，:;-つ
明 31.i‘

25.8対

21.1%1 

25.2‘l 

20-29歳

40-492 If; 
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50-四歳
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ーァー
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1.4‘ 1.4'‘ 
1.，‘ 2.6' 

1.6'品2.1誌

I.TI‘ 3.41‘ 
2.1省

'''' 

2.4'鳴

2.5弘

Jわ泊、らない-M i 

10.8‘ 

32略16-19. 

'.7包20-29. 

2.6'‘ 30-39. 

2.6'‘ 40-49. 

2.4¥ 50-59" 

1.4'‘ 
1.，‘ 

11<1'0など民間活動団体が人権.]監!と
肉附士活動を積極的に実施する

60-69歳

70-79'"・

。
年齢別でみると[図 5-2J、fA.学校教育の中で、人権を尊重する心を育てるよう努めるJは、各年代ともほぼ半

数以上が選択しており、特に 20歳代(75.3%)、30歳代(72.2%)、40歳代(71.1%)で高くなっている。

fF.自治会などが地域における人権尊重に向けた取組みを充実するJ、fG.個人の意識の問題であり、他人が

介入する必要はない」においては、他の年代よりも、 60歳代以上の年代で高くなっている。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
間6(人権尊重の社会づくりのために必要な行政施策)

あなたは、人権が尊重される社会を実現するためには、行政の施策(せさく)として、特にどのようなこ

とが必要だと思いますか。 (0は3つ以内)

(j・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー、~

圃人権が尊重される社会を実現するために必要と思う行政施策は、rA.学校において人権に関する教育を充

実するJ(52.1%)が最も高〈、次いで、 rB.人権が侵害された人や社会的に弱い立場にある人のための相談体

制を充実するJ(40.2%)となっている。
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【参 考】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比べて異なっているため、参考としてご参照ください。

前回調査(H23鳥取県人権意韓調査}

問7 人権が尊重される社会を実現するためには行政の施策としてどのような取組みが必要だと思いますか。次の中

からあなたの考えに近いものをお答えください。 (0は3つ以内)

A学校において人権に

関する教育を充実させる

B人権に関する意識を大人がしっかりと

持つよう啓発、研修を充実させる

C.社会に見られる不合理な格差を

解消するための施策を充実させる

D.人権侵害を受けた人や社会的に弱い

立場にある人を支援・救済していく

E公務員など公的機関に勤める職員が全体の

奉仕者として人権意識をしっかり持つ

F人権侵害を仔った人などに

対し法的な規制をする

G.NPO(民間団体)や企業に

対して必要な支援を行う

H現状の社会で十分に人権は尊重されて

おり、新たな取組みは不要である

Lわからない

Jーその他

無回答

人権が尊重される社会を実現するため必要と思う行政の施策は、 rA学校において人権に関する教宵を充実させるJが 45.1唱と

最も高〈、次いでrB.人権に関する意識を大人がしっかりと持つよう啓発、研修を充実させるJが 39側、 rc社会に見られる不合理

な格差を解消するための施策を充実させる』が 36.仰となっている。また、「白人権侵害を受けた人や社会的に弱い立場にある人

を支援・救済していくJも29.3冒となっている。
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【性別・年齢との関係】

〔図 6-1) 問6 人権尊重の社会づくりのために必要な行政施策 と 性別の関係

A学校におb、て人権に

関する教育を充実する

B.人権が侵害された人や社会的に弱い立場

にある人のための相談体制を充実する

C県民の人権意識を高めるための

啓発活動などを積極的に推進する

D.社会にみられる不合理な格差を

解消するための施策を充実する。E人権が侵害された人の救済・支援を

充実するための法整備を促進する

F.人権侵害を行った人など

に対し法的な規制をする

G公務員など公的機関に勤める職員に対して、

人権意識を高める研修を充実する

H.企業・NPO等の団体による人権

尊重に向けた取組みを支援する

I.人権は十分に尊重されており、

新たな取組みは必要ない

J.わからない

() 
Kその他

無回答

性別でみると〔図 6ー1)、fF.人権侵害を行った人などに対し法的な規制をする」では、男性の方が大幅に高く

なっている。

fB.人権が侵害された人や社会的に弱い立場にある人のための相談体制を充実する」では、女性の方が大

幅に高くなっている。
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の関係年齢と人権尊重の社会づくりのために必要な行政施策
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年齢別でみると[図6-2J、rA.学校において人権に関する教育を充実する」は、全ての年代で4割を超えて高

くなっている。

rB.人権が侵害された人や社会的に弱い立場にある人のための相談体制を充実するJI士、 40歳代(44.2%)、

50歳代(44.6%)が高い。

rF.人権侵害を行った人などに対し法的な規制をする」は、 20歳代(24.7%)、30歳代(23.2%)が高い。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
間7ー ①{啓発物を読んだり見たりした経験)

県や市町村の広報誌や新聞記事、映画・テレビ番組などを通じて、人権問題に関する啓発活動を行

っていますが、あなたはこれらを読んだり見たりしたことがありますか。 (0は1つだけ)

A積極的に読んだり
、る，4.1%

Bときどき読んだり
見たりしている，51.5%

無田容，1.3%

ーーーーーーーーーーーーーーーー四ーーーーーーーーーーーーー
-人権問題に関して県や市町村が提供している広報誌等を、 rA.積極的に議んだり見たりしている』、 rB.ときど

き読んだり見たりしている』と回答した人は、合わせて55.6%となっている.これに対し、 rc.ほとんど読んだり見

たりしたことがない』、 roまったく譲んだり見たりしていないJI主、合わせて 43.1%であった。

【参 考】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比べて異なっているため、参考ーとしてご事照くださL、a

前回調査(H23鳥取県人権意議調査}

問8-① 人権問題に関しては県や市町村の広報誌や新聞記事、映画・手レピ番組などを通じて啓発活動が行われていま

すが、これらを読んだり見たりしたことがありますか。 (01立1つだけ)

A積極的に読んだり
見たりしている， 6.5%

B.ときどき読んだり
見たりしている， 52.1%

D主ったく読んだり
見たりしていない.

無回答， 2.2%

人権問題に関して県や市町村が提供している広報誌等をfA積極的に読んだり見たりしている」、 fSときどき読んだり見たりし

ているJは合わせて 58.6首となっている。 これに対し、 fCほとんど読んだり見たりしたことがない」、 fDまったく読んだり見たりして.

いないJは合わせて 39.2%となっている。
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【性別・年齢との関係】

〔図7-1) 悶 7-①啓発物を謹んだり見たりした経験 と性別の関係

性別でみると〔図 7-1)、rA.積極的に読んだり見たりしているJ、rB.ときどき読んだり見たりしている』を合わせ

ると、女性の割合が男性より高くなっている(男性 52.0%、女性 58.7%)。

rc.ほとんど読んだり見たりしたことがないj、rD.まったく読んだり見たりしていない」を合わせると、男性の割合

が女性より高くなっている(男性47.2%、女性 39.8%)。
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[図 7-2] 問7-①啓発物を読んだり見たりした経験と 年齢の関係

。% 10% 

.A積極的に読んだり見たりしてbも

.c.ほとんど読んだり見たりしたことがない

ロE.無回答

20% 30% 40% 

ロBときどき読んだり見たりしている

ロDまったく読んだり見たりしていない

50% 60% 70% 80弘 90% 100% 

年齢別でみると[図 7-2) 、 40 歳代以上では、約 5~6 割の人が、 rA.積極的に読んだり見たりしている」、 rB と

きどき読んだり見たりしている」と回答している。

逆に、 30 歳代以下では、約 6~7 割の人が、 rc.ほとんど読んだり見たりしたことがない」、 rD.まったく読んだり

見たりしていなしリと回答している。
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【他の設聞との関係】

〔闘 7-3) 問 7ベD 啓発物を読んだり見たりした経験 と

問 1r人権』について自身に関わることとして考えたことがあるか の関係

閑l 『人権Jについて自身に関わることとして考えたことがあるか

.Aよくある ロBたまにある • C.ほとんどない ロD.まったくない • E.わからない

寸 A B c 
問

① i I 全体

積極的に読んだり
35.8 E・沿い見たりしている

を
読

ときどき読んだり
3.0・ー-2.0見たりしている

48.0 

り

見

ほとんど読ことんがだなりb 
見たりしたこ 、

し

た

震| まったく読んだり

見たりしていない

。% 10' 20% 30' 40. 50. 
60‘ 70‘ '0% 90誌 1001 

問 1(f人権Jについて自身に関わることとして考えたことがあるか)との関係では[図 7-3)、啓発物を「積極的

に読んだり見たりしているJ、「ときどき読んだり見たりしているJと回答した人ほど、『人権Jを自身に関わることとし

。

て考えたことがfA.よくある」、 fBたまにあるjと回答している。説、啓発物をfほとんど読んだり見たりしたことが 。
ない」、「まったく読んだり見たりしていない」と回答した人ほど、「人権Jを自身に関わることとして考えたことがfC.

ほとんどないj、fOまったくない」と回答している。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー回目ーーーー
問7-②(啓発物の肉容)

問 7-①で「積極的に読んだり見たりしている」または「ときどき読んだり見たりしている」を選択された

方におたずねします。読んだり見たりしたことがある啓発物は何ですか7(0はいくつでも)

A県や市町村の広報誌

日新聞記事

C映画・テレピ番組・CM(コマーシヤJレ)

Dノぐンフレyトやチラシなどの印刷物

¥〆jヘ I E.インターネット上の情報

Fラジオ

G.その他

無回答 I0.7% 

-人権問題に関して謹んだり見たりしたことがある啓発物I主、 rA県や市町村の広報誌J(74.5%)が最も高〈、

次いで、「厄B新聞言記E事Jμ(4伺8.1%)入、 rC.映函.テレピ番組.CM(句コマ一シヤル)川J(ω39.5%)入、『而D

などの即刷物』μ(3犯8.8%)となつている。rE.インターネット上の情報』は5.1%と低かった。

※前回調査なし

唱

iHO 



【性別・年齢との関係】

[図 7-4) 悶 7-② 啓 発 物 の 肉 容 と 性 別の関係

A県や市町村の広報誌

B新聞記事

C映画・テレピ番組・CM(コマーシャル)

Dパンフレットキチラシなどの印刷物

E.インターネット上の情報

Fラジオ

G.その他

無回答
1.0% 

0.2% 

-男性

固女性

性別でみると[図 7-4)、rC.映画・テレビ番組・CM(コマーシャル)Jでは、女性の方が大幅に高くなっている。
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Cι映画・テレピ香組

CM(::>マーシヤル}

の関係年齢

B新聞"事

と啓発物の肉容

A県や市町村の広報誌

問7ベi)[図 7-5]

16.....19歳

50.....59歳

60.....69. 

20-2~怠

30.....39議

40-49. 

70.....79. 

初 歳 ~

無回答Gその他

0.0‘ 
os鳴

.. 包

0.0省

一「
什い「川

0.0附

‘ l刊
7疋担渦

‘ 
0.0包

0.5'‘ 

14.n， 

日

品
」
関
岡

a
a
 

ト

ト

¥
}
ノ

f
f
¥一

20-29"-

30-39. 1.1 

2.71‘ 
l.~‘ 

彫I7.4省

医17s包

2.'" 60-6~歳

2.15 70.....79O; 

年齢別でみると〔図 7-5J、rA.県や市町村の広報誌Jは 40歳代以上の 7割以上が見たことがあると答えてい

る。 rc.映画・テレビ番組・CM(コマーシャル)Jでは、 16~19 歳 (50.0%) 、 20 歳代 (52.2%) が高くなっている。

。。戸。

3錨。。‘制緩 ~
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ーーーーーーーーーーーーーーー・園田町ーーーーーーーーーーーー『
問 7-③(啓発物を読んだり見たりしない理由)

問 7-①で「ほとんど読んだり見たりしたことがない」または「まったく読んだり見たりしていないJを選択

された方におたずねします。あなたが啓発物を読んだり見たりしなかった理由をお聞かせください。 (0

は1つだけ)

A難しくてよく
わからなu、から 7.9~

B.自分の日常生活に
あまり関係ないから.22.3%

D内容が自分の考え方と
異なっているから， 3.2~

Eもう十分に理解している
ことで必要ないから.6.1~

Hその他，3.0%
。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
-人権問題に関する啓発物を読んだり見たりしなかった理由l主、 rG気がつかなかったからJ(24.3%)が最も

高〈、次いで、 rB.自分の日常生活にあまり関係ないからJ(22.3%)、rc.忙しくて、読んだり見たりする時聞がな

いからJ(17.5%)となっている。

【参 考】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比べて異なっているため、参考としてご参照ください。

前回調査(H23鳥取県人権意識調査}

問自ー-@ 問 aベDで「ほとんど読んだり見たりしたことがない」又は「まったく読んだり見たりしていない」と回答された方にお

たずねします。あなたが広報誌などを読んだり見たりしないのはなぜですか。 (0は1つだけ)

B自分の日常生活に

あまり関峨ないから.25.7%

D内容が自分の考え方と
異なっているから.3.5% F.興味がなし哨も.11.8% 無回答.3.2% (i 

A難しくて

よくわからないから.10.5% 

E.もう十分に理解していることで Gーその他.9.6%

必要ないから.9.1%

県や市町村が作成している人権に関する啓発物を読んだり見たりしない理由は、 rc忙しくて、続んだり見たりする暇がないから』

(26.6紛が最も高い。次いでrB自分の日常生活にあまり関係ないからj(25.7刷、 rF興味がないからj(l1.8紛、 rA難しくてよくわから

ないからj(10.5紛となっている。
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w
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【性別・年齢との関係】

E図7-6] 問7ー③啓発物を読んだり見たりしない理由 と 性別の関係

.A難しくてよくわからないから

.c.忙しくて、読んだり見たりする時聞がないから

.E.もう十分に理解していることで必要なu、から

.G気がつかなかったから

ロ無回答

ロB.自分の日常生活にあまり関係ないから

ロD内容が自分の考え方と異なっているから

回 F興味がないから

・Hその他

全体

。男性

女性

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 日0% 90% 100% 

性別でみると〔図 7-6J、男性ではfB.自分の日常生活にあまり関係ないからJ(24.6%)、女性ではfG.気がつ

かなかったからJ(26.4%)が最も高くなっている。

。
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【函ト7] 閑7-③啓発物を読んだり見たりしない理由 と年齢の関係

圃A難しくてよくわからないから

.C.忙しくて、読んだり見たりする時聞がないから

・Eもう十分に理解していることで必要ないから

・G気がつかなカ均たから

ロ無回答

ロB.自分の日常生活にあまり関係ないから

ロD.内容が自分の考え方と異なっているから

回 F興味がないから

IIH.その他

全体

16-19歳

20-29歳

30-39歳 1.1 。
40-49歳

50-59歳

60-69歳

70-79歳

80歳~

年齢別でみると[図 7-7) 、 16~19歳、 30歳代、 40歳代ではrG.気がつかなかったから」が最も高く、 60歳代以

上ではrB.自分の日常生活にあまり関係ないからjが最も高くなっている。

。
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ーーーーーーーーーーーー四ーーーーーーーーーーーーーーーーーー
聞か①(研修会等への参加回数)

あなたは、過去5年間に人権問題に関する講演会や研修会、地域の学習会等に何回参加しましたか。

(0は1つだけ)

A.I0回以上，3叫 B.5-9回，11.2% 無回答，1.2%

L_ーーーーーーーーーーーーーーーーーo.過去5年間に人権問題Iこ関する研修会等!こ参加したことがある人凪印刷となっている。 ーーー
a 

【参 考】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比べて異なっているため、参考としてご参照ください。

前回調査(H23鳥取県人権意識調査}

問自由① 過去3年ぐらいの聞に人権問題に関する講演会や研修会に何回〈らい参加しましたか。 (0は1つだけ)

A.IO回以上， 3.3% 6.5-9回， 6.倒 無回答.2.9%

仁)

過去3年間に人権問題に関する研修会等へ参加したことがある人は 49.2%となっている。

弓

a'b 



【性}]IJ.年齢との関係】

〔図 8-1) 問8-①研修会等への参加回数と性別の関係

.A10回以上 ロ6.5-9回 • C.l.......4回 ロD.参加したことがない ロ無回答

全体

男性

女性

0% 10% 20弛 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

性別でみると〔図刊、過去 5年間に l回以上研修会等へ参加したことがあると回答した人の割合は、男性 。
が52.7%、女性が 52.8%となっており、あまり差がない。

〔図ト2] 聞か①研修会等への参加回数と年齢の関係

.A.10回以上 ロ6.5-9回 .C.l........4回 ロD.参加したことがない ロ無回答

年齢別でみると[図 8-2)、過去 5年聞に l回以上研修会等へ参加したことがあると回答した人の割合は、 16

~19 歳 (74.1%)が最も高く、次いで 40歳代(63.7%)、50歳代(59.8%)となっている。最も低いのは20歳代で

27.4%となっている。
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[図 8-3) 間 8-①研修会等への参加回数と職業の関係

.A.l0回以上ロ B.5-9回・ C.I-4回 ロD.参加したことがないロ無回答

A B C D 無回答

。医療慨・福祉鵬者

。 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% ;0‘ 80% 90% 100% 

職業別で見ると〔図 8-3)、過去 5年間に l回以上研修会等へ参加したことがあると回答した人の割合が最も

高いのは、「学校の教職員J(82.2%)となっており、次いで、「学校、医療・保健、福祉関係者以外の公務員J

(78.3%)となっている。

最も低いのは「無職J(35.8%)で、次いで、「その他の専門職・自由業(弁護士・税理士・公認会計士・宗教

家・芸術家等)J (38.5%)となっている。
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の関係

研修会等h の参加回数

閑 1r人権』について自身に関わることとして考えたことがあるか

と

【他の設問との関係】

間島①[図 8-4)

「人権」について自身に関わることとして考えたことがあるか問l

。0.0 

0.7 

.EわからないロD.まったくない.c日とんどないロBたまにある.Aよくある

全体

10回以上

5-9回

1-4回

参加したことが
ない

問

8
|
①

研
修
会
等
へ
の
参
加
回
数

。

100弘

問1(r人権」について自身に関わることとして考えたことがあるか)との関係では〔図 8-4)、研修会に l回以上

参加した人では、「人権Jを自身に関わることとして考えたことがrA.よくあるJ、rB.たまにある」が高くなっており、

その割合は参加回数の多さに比例している。研修会にf参加したことがないjと回答した人で誌は、 rc.ほとんどな

い」、 rD.まったくないJが高くなっている。
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聞か②(研修会へ参加した理由)

聞か①でrl0回以上jr5-9回jrl-4回」を選択された方におたずねします。それはどのような意

識で参加しましたか。 (0は1つだけ)

B職場や地域の方に
誘われて事加してきた 32.5~

D.その他.8.2~

ーーーーー田ーーーーーーーーーーーーーーー回目ーーーーーーーーo.人権問題に関する研修会等へ参加Uこ理由1;1;， rS職場や地域防に誘われて参加してきたj(32.5%)が

最も高〈、次いで、 rc.職場や地域の参加割当などで仕方なく参加してきたj(31.7%)となっている。

【参 考】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比べて異なっているため、参考としてご参照ください。

前回調査(H23鳥取県人権意識調査)

問自ベ~ 問日ベDでr10回以上jr5-9回jr1-4固」を選択された方におたずねします。それはどのような意識で参加しま

したか。 (01ま1つだけ)

B.職場や地域の参加割当などで

仕方なく参加してきた.55.3%

C.その他.8.5% 無回答.2.1%

研修会等へ参加した理由は、 rB職場や地域の参加割当などで仕方なく参加してきたj(55.3引が最も高い。次いでrA自らの意

思で積極的に参加してきたj(34.1%)となっている。
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【性別・年齢との関係】

[図8-5] 閑 8-②研修会へ参加した理由 と性別の関係

.A自らの意志で積極的に参加してきた ロB職場や地域の方に誘われて参加してきた

箇C職場や地域の参加割当などで仕方なく参加してきた ロDその他

ロ無回答

全体

男性

女性

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70‘ 8m‘ 90% 100% 

性別でみると〔図 8-5)、男性ではfB.職場や地域の方に誘われて参加してきたJ(34.4%)が最も高く、女性で

はfC.職場や地域の参加割当などで仕方なく参加してきたJ(32.2%)が最も高い。

fA.自らの意志で積極的に参加してきた」と回答した人の割合は、男性が 22.1%、女性が 27.0%となっており、

女性の方が高い。
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【闘争6) 悶 8-②研修会へ参加した理由 と年齢の関係

.A自らの意志で積極的に参加してきた ロB職場や地域の方に誘われて参加してきた

・c職場や地域の参加割当などで仕方なく参加してきた ロDその他

ロ無回答

年齢別でみると[図 8-6J、rA.自らの意志で積極的に参加してきた」は、 70歳代(38.4%)で最も高く、年代が

上がるほど高い傾向にある。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー--ー-ーー-，
聞か-@(研修会へ参加した感想)

同じく問 BベDでr10回以上jr5-9回jr1-4回」を選択された方におたずねします。参加してどのよ

うな感想を持ちましたか。 (0は3つ以内)

A人権問題は日常の生活や仕事と

深く闘わっていることに気づいた

B差別や人権侵害の実強がよくわかった

Cそうはいっても差別は

やはりなくならないと思った

D.差別や人権侵害をなくすために、
自分も何かしなければならないと思った

E.もっといろいろな人権問題に

ついて学習を深めたいと思った

F.話がきれいごとすぎると思った

G毎回同じような詣でつまもないと思った圃・・・・・・・・・・ 12.7% ! 

! 日話が難同吋、酬で圃園 nJ ! I 

E あづたりして、理解しにくカLった圃・・・・・ w・u「 1 1 

1 1その他国圃 41% i i l i 

無一 31% j j j i l i 
L ーーーーーーーーーーーーー自由ーーーーーー四ーーーーーーー _1

固研修会等へ参加して感じたことは、 rA.人権問題は日常の生活や仕事と深〈関わっていることに気づいた』

(46.9%)が最も高〈、次いで、re差別や人権侵害の実態がよくわかったj(39.6%)となっている。

一方、rc.そうはいっても差別はやはりなくならないと思った』と回答した人も、27.2%に上る。
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【参 考】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比べて異なっているため、参考としてご参照ください。

前回調査(H23鹿取県人権意議調査)

問 9ー③ 同じく問 9ベDでr10回以上JrS-9回Jr1-4由Jを選択された方におたずねします。人権問題についての講演会

や研修会に参加されてどのような感想を持たれましたか。あなたの考えに近いものをお答えください。

(0は3つ以内)

、A人権問題は日常の生活や仕事と

深く関わってb、ることに気づいた

B.差別や人権侵害の

実態がよくわかった

C差別や人権侵害をなくすために、自分も

何かしなければならないと思った

o.そうはいっても差別はやはり

なくならないと恩った

Eもっといろいろな人権問題

について学習を深めたいと思った

F話がきれいごとすぎると思った

G.毎回同じような話で

つまらないと思った

H話が難し;かったり、極端で

あったりして、理解しにくかった

1.その他

無回答

研修会等へ参加し感じたことは、 rA人権問題は日常の生活や仕事と深〈関わっていることに気づいたJ(49.2%)が最も高い。次

いでrB.差別や人権侵害の実態がよくわかったJ(38.9則、 rc差別や人権侵害をな〈すために、自分も何かしなければならないと思

ったJ(26.自由)となっている。他方、 roそうはいっても差別はやはりなくならないと思った』と回答した人も 25.1唱に上る。
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【性別・年齢との関係】

[図 8-7) 問8-③研修会へ参加した感想と性別の関係

A人権問題は日常の生活や仕事と

深く関わっていることに気づいた

B.差別や人権侵害の実態がよくわ治句た

Cそうはb、っても差別は

やはりなくならないと患った

D差別や人権侵害をなくすために、

自分も何かしなければならtt，、と思った

E目もっといろいろな人権問題に

ついて学習を深めたいと思った

F話がきれいごとすぎると思った

G.毎回同じような設でつまらないと思った

H.話が難しかったり、極端で

あったりして、理解しに付与った

J.その他

無回答

E男性

B女性

性別でみると〔図 8-7J、rG.毎回同じような話でつまらないと思った』では、男性の方が大幅に高くなってい

る。

rA.人権問題は日常の生活や仕事と深く関わっていることに気づいた」では、女性の方が大幅に高くなって

いる。
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の関係年齢と研修会へ参加した感想問8ベID[図 8-8)

D差別や人纏侵害をな〈すために
自分も何かしなければなを占いと思った

C ぞうはいっても差別は
やはりな〈ならないと思った

52..2% 

A人権問題は日常の生活や仕事と
深〈閥わず目、ることに気づいた

16叶 爾「←一一

20....29載

30-39歳

40.....49歳

50.....59歳

60.....69厳

70-79蟻

H舗が建しかったり、極鋤で
あったりして、理解しにくカ『た

一8.'" 
10.m‘ 
8筒

8.0包

5.3!‘ 

4.1!r; 

2.7~‘ 

G毎回閉じよヲな跨で
つまらないと恩った

-「
12.4'‘ 

17-" 

11.8省

F腸がきれいごとすぎると恩った

0." 

20.0‘ 

8oill-

Eもっといろいろな人縄問題について
学習を深めたいと思った

70-79. 

歳

歳

織

。40-49" 

50-59黛

60-69蔵

7.1‘ 14.3" 80.餓 ~

8.71‘ 

2.5'‘ 
1."‘ 
2" 

0.00‘ 

1その他

0.00‘ 
20-29. I 凪

30-39. h11 6.3誌

40.....49歳 n3.3' 

5ト 59歳隣I9.1" 

60.....69o. 11 2.0% 

16-19厳

2.'弘

6訓1.4'陥70-79. 。。慣80-'1-

年齢別でみると〔図 8-8J 、 rB.差別や人権侵害の実態がよくわかったj は、 16~19 歳、 20 歳代で高く、 5 割以

上となっている。

80歳代では、 rA.人権問題は日常の生活や仕事と深く関わっていることに気づいたJ(14.3%)が、他の年代

に比べて低く、逆にrE.もっといろいろな人権問題について学習を深めたいと患ったJ(32.1 %)は、他の年代より

67 

高くなっている。



【他の設問との関係】

の関係研修会等への参加回数閑8ベDと研修会へ参加した感想闘争③[図 8-9)

研修会へ参加した感想間s-@

"回以上

5-9固

。G毎回同しような衝でつまらないと思ョた

13.71‘ 

¥11 11師

13.170: 

Eもっとu、ろいろな人権問贋について

"回以L

5-9!ID 

，-，図

間

8
1①

研
修
会
等
へ
の
参
加
回
数

!!rm答

ア"闘以上陸I，鍋

4."， 

3.9嶋

5-9国

1-'回

。
間8-①(研修会等への参加回数)との関係では[図8-9J、研修会等への参加回数が多いほど、 fD.差別や人

権侵害をなくすために自分も何かしなければならないと思った」と回答する人の割合が高い。

逆に、参加回数が少ないほど、 fC.そうはいっても差別はやはりなくならないと思ったJ、fF.話がきれいごとす

ぎると，思ったjと回答する割合が高くなっている。
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ーーーーーーーーーー回目ーーーーーーーーーーーーーーーー目ーー
聞か④(研修会へ参加しなかった理由)

間 8-①で「参加したことがない」を選択された方におたずねします。参加しなかった理由をお聞かせく

ださい。 (0は1つだけ)

A忙しくて都告が

B.いつもと同じような話で
つまらないから.8.7~

無回答.3.3略

ーーーーーーーーーーーーーーーーーー『ーーーーーーーーーーーー
-研修会等へ参加しなかった理由は、 fD.知らなかったからJ(33.4%)が最も高〈、次いで、 fC.興味がないから』

(23.5%)、rA忙しくて都合がつかないからJ(21.4%)となっている。

【参 考】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比べて異なっているため、参考としてご参照ください。

前回調査(H23鳥取県人権意識調査}

問 9-@ 問 9-①で「参加したことがない」を選択された方におたずねします。参加されなかったのはなぜですか。

(01ま1つだけ)

C.忙しくて
A興味がないから.18.9% 都合がつカがよいから.28.2%

B.いつもと同じような話で
つまらないから.10.8% 

Eその他.7.1% 無回答.3.1%

Dそのような研修会や講習会が

行われていることを知らなかったから，
31.9% 

研修会等に参加しなかった理由l土、「口そのような研修会や講習会が行われていることを知らなかったからj(31.9防が最も高い。

次いでrc.忙しくて都合がつかないからj(28.2則、 rA興味がないからj(18.9紛となっている。
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【性別・年齢との関係】

I図8-10) 聞か@研修会へ参加しなかった理由 と 性別の関係

全体

男性

女性

0% 

.A.忙しくて都合がつかないから

・c興味がないから

.E.その他

10% 20% 30% 40% 50% 

ロBいつもと同じような話でつまらないから

ロD知らな舟沿ったから

ロ無回答

60% 70% 80% 90% 100% 

性別でみると〔図 8-10J、男女ともにfD.知らなかったからJ(男性34.5%、女性32.6%)が最も高くなっている。

fC.興味がないからJは、女性より男'性の割合が高くなっている(男性26.0%、女性 21.1%)。
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心

[図8-11] 闘争④研修会へ参加しなかった理由 と 年齢の関係

0% 

圃A忙しくて都合がつカがよいから

・c興味がなb、から

.Eその他

10% 20% 30% 40% 

ロBいつもと同じような話でつまらないから

ロD.知らなかったから

ロ無回答

50% 60% 70‘ 80% 90% 100% 

年齢別でみると〔図 8-11) 、 16~19 歳 (75.0%) 、 20 歳代 (52.8%) で、 fD.知らなかったから」が他の年代よりも

高くなっている。

fA.忙しくて都合がつかないからJは、 40歳代(26.1%)、 50歳代(28.0%)で商くなっている。

rc.興味がないから」は、 70歳代(34.1%)で高くなっている。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー田ーー---

問 9(人権問題への理解を深めるために必要な啓発手法)

あなたは、県民一人ひとりが人権問題について理解を深めるためには、どのような手法での啓発活

動が有効だと思いますか。 (0は3つ以肉)

A.テレピ・ラジオなどの

マスメディアの利用
40.7% 

B.講演会の開催

C.広報誌・パンフレット・

ポスターの作成

D新聞・雑誌への掲載

E自由な意見の交換が

できる会合の開催

F.障がいのある人や高齢者

などの疑似体験の実施

G.障害のある人や高齢者、

外国人などとの交流会の開催

H.映画・ピデオの上映

l少人数の学習会

(ワークショップを含む)の開催

J特にない

Kホームページ・メールマガジン

等のインターヰット上の広報

Lパネルなどの展示会の開催

Mその他

無回答

ー--ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

-県民が人権問題への理解を深めるために有効と思う啓発手法I主、rA'テレビ・ラジオなどのマスメディアの利

用J(40.7%)が最も高〈、次いで、 rs講演会の開催J(25.仰也)、 rc.広報誌・パンフレツト・ポスターの作成』

(22.1%)、rD.新聞・雑誌への掲載J(21.4%)となっている。
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【参 考】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比べて異なっているため、参考としてご参照ください。

前回調査(H23鳥取県人権意識調査)

問 10 県民が人権問題について理解を深めるために、どのような手法での啓発活動が重要だと思いますか。

(0はいくつでも)

Aテレビ・ラジオなどの

マスメディア利用
42. 

B.講演会の開催

C.広報紙・パンフレット・

ポスターの作成

D新聞・雑誌・週刊誌

での掲載

E自由な意見の交換が

できる会合の開催

() 
F映画・ピデオの上映

G高齢者や障がい者

の疑似体験

H当事者との交流会

の開催

Iワークショyプ(専門家を

交えた少人数の討論会)

J.メールマガジン等の

インターヰット上での広報

Kパネルなどの

展示会の開催

L特にない

Mーその他

無回答。
県民が人権問題への理解を深めるために重要な啓発手法は、 rA.子レピ・ラジオなどのマスメディア利用j(42.3紛が最も商い。

次いでrs講演会の開催j(29.8紛、 rC.広報紙・パンフレット・ポス事ーの作成j(23.8首)などとなっている。
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【性別凶年齢との関係】

[図 9-1) 悶 9 人権問題への理解を深めるために必要な書発手法 と 性別の関係

Aテレビ・ラジオなどの

マスメディアの利用

B講演会の開催

C広報誌・パンフレット・

ポスターの作成

D.新聞・雑誌への掲載

E.自由な意見の交換が :::1.1::1百

できる会合の開催

F障がいのある人や高齢者

などの疑似体験の実施

G障害のある人や高齢者、 -男性

外国人などとの交流会の開催 14.3% 回女性

Z 鎚

H映画・ビデオの上映

1.少人数の学習会

(ワークショップを含む)の開催

J.特にない

Kホームベージ・メールマガジン

等のインターネット上の広報 E贋明世型堕璽主J ~.v岬 1 

_，甲配 1 

Lパネルなどの展示会の開催

Mその他

無回答

性別でみると〔図 9-1]、 rE.自由な意見の交換ができる会合の開催J、rK.ホームページ・メールマガジン等

のインターネット上の広報」では、男性の方が大幅に高くなっている。

rG.障がいのある人や高齢者、外国人などとの交流会の開催Jでは、女性の方が大幅に高くなっている。
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[図 9-2) 問9 人権問題への理解を深めるために必要な啓発手法 と 年齢の関係

50-59歳

60-69歳

70-79趨

80'1-

E.自由な意見の膏換ができる F.障がいのある人や高齢者などの
会合の開催 鼠似体験の実路

12.9気 1 議議議 22.6%; 

20-29蔵 82'< 16.4'‘ 。…卑 152省

40-拍車

50.....59. 

60-69. 

70-79. 

制緩 ~

uT人数の学習会
{ロークシ書 yプを含む}の閣情 J勝に舶、

16-19施

20-29怠

40-49. fBl 14.7" 

自由-59載 13.61. 

60-69趨 9.4事

70-79歳

。80t;l-

Mその他 無回答

16-1音盤 。。‘ 0.00‘ 
20-29. 4.1‘ 1.4曳

30-39歳 2.D> 

40-49o. 3.7‘ 2.1" 

50-59. H 4.1弛 2.7!‘ 
60-69. 2.4弘 1.7!r. 

70-79歳 32弘 を 6.4鳴

80歳~a 4.3省 議 8.71

16-19歳

20-29蔵

Kホームページ・メールマガジン等の

インターネット上の広鰻

つ;;τァ---
1川!
10.6'覧 i

8.9笥

DJ腕開銀欝への縄総

H映蘭・ピデオのJヒ映

9" 

12.1" 

14.6~陥

11.8‘ 

Lパネjレなどの履帰会の開催

EI 6.5'‘ 
話 6鴎

21 5.1省

'1 4.2寝

，.私

gl 5.4" 

年齢別でみると[図 9-2) 、 rA テレビ・ラジオなどのマスメディアの利用Jが 16~19 歳から 50 歳代で最も高く、

それぞれ4割を超えている。

rE.自由な意見の交換ができる会合の開催Jでは、 60歳代(26.4%)が最も高い。

fK.ホームベージ・メールマガジン等のイνターネット上の広報Jは、若い年代ほど高くなっている。

4.4'‘ 
3.5‘ 

1.9‘ 
2.2~‘ 

価。
守

a



〔図ト3) 問9 人権問題への理解を深めるために必要な啓発手法と 臓業の関係

E自由な意見の交畿が

できる会合の開催

B 講演会の開催

J特にない-15.~ 
12.0‘ 

，1>‘ 
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C広報誌パンフレット・

ポスターの作成

G陣容のある人や高齢者.

外国人などとの交官会の開催

14.511. 

21.4包

21.8¥ 

21.6'‘ 

14.7‘ 

K.>lミームページ・メールマガJン等の

D新聞・維舘，、ーの掲歳

H陵商ピデオの上映

インターネット上の広報 Lバネレなどの展示会の開催

3." 3." 

，~‘ 5.'‘ 
日I5.270 

3.6‘ 
5凪

0.00‘ 

2.0‘ 

2皿

5.1‘ 
'.0‘ 

。

。
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M.;その他 無回答

‘
 

3
 

5
 

町
制
「

a量緯祖"医者

企業 叩 の 役 員 間 帯E 1.1喝

22‘ 
3.6l陥

o.~‘ 

0." 

o.崎

32' 

32笥

0..弛

.，. 
t2.0'l 

C) 職業別でみると〔図 9-3J、rB.講演会の開催jでは、「学校・医療・保健、福祉関係者以外の公務員J(43.2%) 

が最も高くなっている。

rD.新聞・雑誌への掲載jでは、「主として家事に従事J(27.8%)が最も高くなっている。

rH.映画・ビデオの上映Jでは、「学校の教職員J(25.0%)が他の職業よりも大幅に高くなっている。

rK.ホームページ・メールマガジン等のインターネット上の広報」では、「学生J(15.4%)が高くなっている。
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間 10(人権尊重の心を育むために必要な学校教育) I 

あなたは、人権を尊重する心や態度を育むためには、学校教育においてどのような教育を行ったらよ

いと思いますか。 (0は3つ以内)

A人や命を大切にする心や態度を

育むという視点の教育を進める

E差別やいじめをすることは悪いことで

あるという意識を持たせる教育を進める

C.同和問題や、障がいのある入、女性、高齢者、

子ども、外国人の人権など、さまざまな人権の

視点在入れながら、総合的に教育を進める

D障がいのある人や高齢者、

外国人などとのふれあいの場を多くし、

交流体験を通じた教育を進める

E自分が人権の主体であると

自覚できる教育を進める

F歴史的な経過や、差別の現状などが

理解できるような教育を進める

Gわからない

H.その他

無回答

国人権を尊重する心や態度を育むために必要と思う学校教育は、 rA人や命を大切にする心や態度を育むと

いう視点の教育を進めるJ(67.2%)が最も高〈、次いで、 rB.差別やいじめをすることは悪いことであるという意

識を持たせる教育を進めるJ(44.5%)、rc.同和問題や、障がいのある人、女性、高齢者、子ども、外国人の人

権など、さまざまな人権の視点を入れながら、総合的に教育を進めるJ(38.8%)となっている。
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【参 考】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比べて異なっているため、参考としてご参照ください。

前回調査(H23鳥取県人権意識調査)

問 11 人権を尊重する心や態度を育むために、学校教育においてどのような教育を行ったらよいと思いますか。あなた

の経験や現在の子どもを取り巻〈状況などから判断してあなたの考えに近いものをお答えください。

(01ま3つ以内)

A.人や命を大切にする心や態度を

育むという視点の教育を進める

日同和問題や、障がい者、女性、高齢者、子ども、

外国人の人権、いじめの問題など、さまざまな人権の
視点をいれながら、総合的に教育を進める

C.差別をすることは悪いことである

という意識を持たせる教育を進める

D障がb、者や高齢者、外国人との

ふれあいの場を多くし、交流体験

を通じた教育を進める

E.自分が人権の主体である

と自覚できる教育を進める

F歴史的な経過や、差別の現状などが

理解できるような教育を進める

G.わからない

H.その他

無回答

69.3% 

人権を尊重する心や態度を育むために必要な学校教育について、 rA人や命を大切にする心や態度を育むという視点の教育

を進めるJ(69.3紛が最も高い。次いでrB.同和問題や、障がい者、女性、高齢者、子ども、外国人の人権、いじめの問題など、さま

ざまな人権の視点をいれながらー総合的に教育を進めるJ(43.8見)などとなっている。
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【性別・年齢との関係】

70.4% 
事

の関係性別と人権尊重の心を育むために必要な学校教育

A.人や命を大切にする心や態度を

育むという視点の教育を進める

日差別やいじめをすることは悪L、ことで
あるという意識を持たせる教育を進める

問 10[図 10-1)

。

。

-男性

聞女性

ω
B
 

3
 

低価抑

A
U

2

4

 

L
E
L
M
-
u
H
M
i
l
l
i
-
-
i
i
l
i
l
i
a
-
-
-

C同和問題や、障がいのある人、女性、高齢者、

子ども、外国人の人権など、さまざまな人権の

視点在入れながら、総合的に教育を進める

D障がいのある人や高齢者、

外国人などとのふれあいの場を多くし、

交流体験を通じた教育を進める

E自分が人権の主体であると

自覚できる教育を進める

Gわからない

F.歴史的な経過牛、差別の勢院などが

理解できるような教育を進める

Hその他

無回答

性別でみると〔図 10-1J、rB.差別やいじめをすることは悪いことであるという意識を持たせる教育を進める」、

rE.自分が人権の主体であると自覚できる教育を進める」、 rF.歴史的な経過や、差別の現状などが理解できる

ような教育を進める」では、男性の方が大幅に高くなっている。

rA.人や命を大切にする心や態度を育むという視点の教育を進めるJ、rD.障がいのある人や高齢者、外国

人などとのふれあいの場を多くし、交流体験を通じた教育を進める』では、女性の方が大幅に高くなっている。

-80-



[図 10ー2) 問 10 人権尊重の心を育むために必要な学校教育 と 年齢の関係

16.....19. 

20......29. 

30......39繊

40-492 

150......59. 

60-69al 

70-79蛾

80怠~

。1ト 1噛

20-29. 

30-39. 

40-49歳

50-59繊

60-698 

70-79. 

80歳~

16-19躍

20-29111 

30-39. 

40-49. 

50-59Iil 。ω~回歳

70-79膿

80歳 ~

E自分が人衝の主体であると

自覚できる験育を進める

無回答

o.m‘ 
1.4!施

1" 

O.~‘ 

O.3~陥

2.1l‘ 
4.5'‘ 
"弘

B差別やいじめをすることは惑いことで

あるという意織を持たせる教育を進める

F歴史的な経過や、差別の現状などが

理解できるような教育を進める

際I9.7"! I 

18.4'‘ 
21.8‘ 

C.F>ll和問題や、障がいのある人

会性高齢者、子ども、外国人の人権

など、さまざまな人権の視点を

入れながら、総合的に教育を進める

G.わからない

線 1'1 16.1首

1.4l1i 

2.0‘ 
3.7事

司4.1!!l¥

日問際14s 8諸m 7 ‘ 

。障がいのある人や高齢者.

外国人などとのふれあいの場を多くし.

交流体験を通じた敏宵を進める

Hその他

O.~‘ 

fI 5.5話

2.0‘ 
32鳴

3.1lli 

2.1l‘ 
0.6'‘ 
3.3!‘ 

年齢別でみると〔図 10-2)、rA.人や命を大切にする心や態度を育むという視点の教育を進める」が各年代で

最も高い。

rB.差別やいじめをすることは惑いことであるという意識を持たせる教育を進める」は、 70歳代(58.6%)が他の

年代より高くなっている。

rD.障がいのある人や高齢者、外国人などとのふれあいの場を多くし、交流体験を通じた教育を進めるjは、

30歳代(34.4%)が高い。

16~19 歳代では、 rE. 自分が人権の主体であると自覚できる教育を進めるj 、 rG.わからないJが他の年代より

高くなっている。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・1

問 11 (部落差別の現状に対する考え)

部落差別の現状についてあなたはどのように考えていますか。次の中から最もあなたの考えに近い

ものをお答えください。 (0は1つだけ

A同和地区の生活環境や就労・
教育面の格差は解消され、
同和地区の人々 に対する
差別意識は解消されている，

C同和地区町生活環境はおおむね
改善されたが、就労面や教育面などの
格差や同和地区の人々 に対する
差別意離などは解消されていない，

17.8% 11.3$ 

B同和地区の生活環境や就労・
教育面の格差は解消された~'，

同和地区の人々 に対する
差別意識は解消されていない，

30.7% 

D今なお多くの分野で
格差や差別意識が現存している.10.描

G.その他，3.9%

J._圃圃圃・・・・・・圃・・・・・・・・・・・・・E ・・----圃圃・・・・・・・田園胆圃圃圃圃圃圃圃圃・・・・・
-部落差別の現状の認識については、 rB調和地区の生活環境や就労・教育面の格差は解消されたが、同和

地区の人々に対する差別意識は解消されていないJ(30.7%)が量も高〈、次いで、 rF.わからないJ(20.3%)、

rA同和地区の生活環境や就労・教育面の格差は解消され、同和地区の人々に対する差別意識は解消されて

いるJ(17.8%)となっている。

差別意識が「現存している』または『解消されていない」と回答した人は、合わせて 52.3%となっている。

【参 考】 ※設問文、選択肢の文書の一部が前回に比べて異なっているため、参考としてご参照ください。

前回調査(H23島取県人権意蹟調査}

問 12 部落差別の現状についてあなたはどのように考えていますか。次の中から最もあなたの考えに近いものをお答

えください。 (0は1つだけ)

A同和地区の生活環境や就労・

教育面の格差1:1:解消され、
同和地区の人々に対する

C.同和地区の生活環境はおおむね
改善されたが、就労面や教育面などの

格差や同和地区の人々に対する
Eもともと格差や差別は存在しない.2.2%

'7.>. 18.2% 差別意識などは解消されていない.13.0%

B同和地区の生活環境や就労・

教育面の格差は解消したが、
同和地区の人々に対する

差別意識は解消されていない.30.6%

D今なお多くの分野で F.その他.3.2%
格差や差別意識が現存している.9.倒

82 

無回答.2師
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ヒ}

部落差別の現状の認識については、 rs.同和地区の生活環境や就労・教育面の格差は解消したが、同和地区の人々に対する

差別意識は解消されていないJ(30.6紛が最も高い。次いでrGわからないJ(20.6則、 rA同和地区の生活環境や就労・教育面の格

差は解消され、同和地区の人々に対する差別意識は解消されているJ(18.2粉、 rc同和地区の生活環境はおおむね改善された

が、就労面や教育面などの格差や同和地区の人々に対する差別意識などは解消されていないJ(13.0%)などとなっている。

【性別・年齢との関係】

[図 11-1) 悶11 部落差別の現状に対する考え と 性別の関係

-A同和地区の生活環境や就労・教育面白格差閥解消され、同和地区の人々 に対する差別意識は解消されている

ロB.同和地区の生活環境や就労・教育面の格態立解消されたが、同和地区の人々 に対する差別意識は鮪閣されていない

-c同和地区の生活環境はおおむね改善されたが、就労面や教育面などの格差や同和地区の人々 に対する鼓IJ意前よどは解消されていない

ロD今なお多くの分野で格差や差別意織が現蒋している

圃 E もともと格差や差別は存在V~い

国 Fわからない

圃Gその他

ロ無回答

全体

男性

女性

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

性別でみると〔図 11-1J、rA.同和地区の生活環境や就労・教育面の格差は解消され、同和地区の人々に対

する差別意識は解消されているJは、男性 19.7%、女性 16.6%と、男性がやや高い。

一方、 rB.同和地区の生活環境や就労・教育面の格差は解消されたが、同和地区の人々に対する差別意識

は解消されていないJは、男性 28.3%、女性 32.5%と、女性がやや高くなっている。

また、 rc.同和地区の生活環境はおおむね改善されたが、就労面や教育面などの格差や同和地区の人々に

対する差別意識などは解消されていない」は、男性 13.6%、女性9.7%と、男性が高くなっている。
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E図 11-2) 閉 11 部落差別の現状に対する考え と 年齢の関係

.A.同和地区の生活環境や就労・教育面白格差1;1;解消され同和地区の人々に対する差別意識は解消されている

ロB.同和地区町生活環境や就労・教育面の格塾は解消されたが、同和地区の人々に対する差別意識は解消されていない

.C.同和地区の生活環境はおおむね改善されたが、就労面や教育苗などの格差や同和地区町人々に対する差別意前よどは解消されていない

口D.今なお多くの分野で格差や差別意識が現存している

.Eもともと格差や差別は存在しない

"Fわからない

.Gその他

ロ無回答

全体

16-19歳

20"，29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-69歳

70-79歳

80歳~

'1: 
O~ 

A 

10~ 20~ 30~ 

B C D E F G 無回答

40~ 50~ 60~ 70% 80% 90~ 100~ 

。

年齢別でみると[図 lト2J、70歳代で、 rA同和地区の生活環境や就労・教育面の格差は解消され、同和地 。
区の人々に対する差別意識は解消されているj(31.2%)が、他の年代よりも大幅に高くなっている。

rB.同和地区の生活環境や就労・教育面の格差は解消されたが、同和地区の人々に対する差別意識は解消

されていない」は、 30歳代から 60歳代で最も高い。

16-19歳では、半数以上がrF.わからない」と回答している。
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と

【他の設聞との関係】

部落差別の現状に対する考え

問1

問 11[図 11-3)

の関係『人権』について自身に関わることとして考えたことがあるか

部落差別の現状に対する考え間11

.A同和地区の生活環境や就労・教育面の格差は解消され、同和地区白人々に対する革別意識は解消されている

ロB.同和地区町生活環境や就労・教育面の格差は解消されたが、同和地区の人々に対する畳別意酷は解消されていない

• C.同和地区の生活環境はおおむね改善されたが、就労面や教育面などの格差や同和地区白人々に対する差別意賎などは解消されていない

ロD今なお多くの分野で格差や差別意識が現存している

.Eもともと格差や差別は存在しない

ロF.わからない

・Gその他

ロ無図書

然回答G F E D C B A 

全体

よくある

たまにある

ほとんどない

まったくない

わからない

間

『
人
権
」
に
つ
い
て
自
身
に
関
わ
る
こ
と
と

し
て
考
え
た
こ
と
が
あ
る
か

。

C 

問1(r人権Jについて自身に関わることとして考えたことがあるか)との関係では[図 11-3J、自身に関わること

として考えたことのある人ほど、 rB.同和地区の生活環境や就労・教育面の絡廷は解消されたが、同和地区の

人々に対する差別意識は解消されていないJ、rc.同和地区の生活環境はおおむね改善されたが、就労面や

教育面などの格差や同和地区の人々に対する差別意識等は解消されていないJ、rD.今なお多くの分野で格

差や差別意識が現存しているJが高くなっている。

自身に関わることとして考えたことが少ない、あるいはわからないと思う人ほど、部落差別の現状に対しrF.わ

からない」が高くなっている。

v
h
u
 。。



と部落差別の現状に対する考え問 11【図 11-4)

の関係啓発物を謹んだり見たりした経験問7ー①

部落差別の現状に対する考え

.A同和地区の生活環境や就労・教育面白梅差は解消され、同和地区の人々に対する差別意酷は解消されている

ロB同和地区の生活環境や就労・教育面の格差は解消されたが、同和地区白人々に対する差別意障は解消されていない

.c同和地区の生活環境はおおむね改善されたが、就労面や教育面などの格差や同和地区の人々に対する差別意時などは解消されていない

ロD.今なお多くの分野で絡差や差別意酷が現存している

.Eもともと格差や差別は存在しない

ロFわからない

・Gその他

ロ無図書

閑11

。
無回答

1.6 

G F E D C B A 

全体

ほとんど読んだり

見たりしたことがない

まったく続んだり

見たりしていない

積極的に読んだり

見たりしている

ときEき読んだり

見たりしている

問

7
1①

啓
発
物
を
読
ん
だ
り
見
た
り
し
た
経
験

。
100鴎

問 7ー①(啓発物を読んだり見たりした経験)との関係では[図 11-4J、「積極的に読んだり見たりしているJ、

「ときどき読んだり見たりしているJと回答した人ほど、 fB.同和地区の生活環境や就労・教育面の格差は解消さ

れたが、同和地区の人々に対する差別意識は解消されていない』、 fC.同和地区の生活環境はおおむね改善

されたが、就労面や教育面などの格差や同和地区の人々に対する差別意識等は解消されていないJが高くな

90略80弛10% 50包30% 20% 同省師

っている。

また、啓発物を『ほとんど読んだり見たりしたことがないj、『まったく読んだり見たりしていないJと回答した人ほ

ど、 fF.わからないjが高くなっている。
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と部落差別の現状に対する考え問 11[図 11-5)

の関係研修会等への参加回数問8-(i)

部落差別の現状に対する考え

.A.同和地区の生活環境や就労・教育面の格差は解消され、同和地区の人々に対する差別意時は解消されている

ロB同和地区の生活環境や就肯・教育面白絡差は解消されたが、同和地区町人々に対する差別意酷は解消されていない

.c同和地区の生活環境はおおむね改善されたが、就労面や瞳育面などの格差や同和地区町人々に対する差別意犠などは解消されていない

ロD.今なお多くの分野で格差や差別意時が現存している

.8もともと格差や差別は存在以品、

ロFわからない

・Gその他

ロ無回答

問11

然回答

0.7 

G F E D c B 

20‘ 

A 

全体

10回以上

5-9回

1-4図

参加したことが

ない

研
修
会
等
へ
の
参
加
回
数

100勉

問 8 ①(研修会等への参力加日回数)との関係では〔図 11ト-5幻〕、 l回以上参加した入では、「句B.同和地区の生活

ο 環境貯や就蹴労.教育商商の州格差劃は解糊I消商さ杭れた削悶カが2、同和糊地区酌の人μ々 に附対す材る差捌別意鵡識は岬解消齢され杭てい昧な加恥bい凡、

和地区の生活環境はおおむね改善されたが、就労面や教育面などの格差や同和地区の人々に対する差別意

識等は解消されていない』が高くなっている。

また、研修会等への参加頻度が多くなるほど、 rA.同和地区の生活環境や就労・教育面の格差は解消され、

同和地区の人々に対する差別意識は解消されている」と回答する人の割合が低く、 rc同和地区の生活環境は

おおむね改善されたが、就労面や教育面などの格差や同和地区の人々に対する差別意識等は解消されてい

なしリが高くなっている。

90免70事60鳴50' 40' 10'略。%

「参加したことがないJと回答した人では、 rF.わからないJ(27.0%)も高くなっている。
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ーーーーーーーーーーーー回目ーーー目ーーーーーーーーーーー田園、
問12-①(部落差別に関する見聞き一過去5年聞の有無)

あなたは、過去5年間で同和地区の人々に対する差別的な発言や行動を直接見聞きしたことはあり

ますか。 (0は1つだけ)

A見聞きしたことがある，
18.6% 

B見聞きしたことがない，
79.0' 

無図書.2.4%

ーーーーー一回目ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー」
-部落差別ついて、過去5年間で差別的な発言や行動を直接見聞きしたかどうかについて、 rA.見聞きしたこ

とがある』と回答した人は、 18.6%だった。一方、 rB.見聞きしたことがない』と回答した人は、79.0%だった。

【参 考】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比べて異なっているため、参考としてご参照ください。

前回調査【H23鳥取県人権意強調査)

問13ベDあなたは、ここ5年間で同和地区の人々に対する差別的な発言や行動を直接見聞きしたことはありますか。

(0は1つだけ)

。

無回答，川 υ 

B見聞きしたことがない.
76.7% 

部落差別について、ここ5年間で差別的な発言や行動を竃接見聞きしたかどうかについて、 rA見聞きしたことがある」が 19.4%

と約2劃の人が見聞きしたことがあると答えた。一方で、 r8見聞きしたことがないJと答えた人の割合は 76.7%だった。
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【性別・年齢との関係】

〔図 12-1) 問12-①部落差別に関する見聞き一過去5年聞の有無 と性別の関係

.A見聞きしたことがある ロB見聞きしたことがない ロ無回答

全体

男性

女性

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 

性別でみると〔図 12-1J、fA.見聞きしたことがあるJは、男性では 18.8%、女性では 11.9%。

fB.見聞きしたことがないJは、男性では18.5%、女性では 19.9%となっている。

[図 12-2) 問 12-①部落差別に関する見聞き一過去5年聞の有無 と 年齢の関係

.A.見聞きしたことがある ロB.見聞きしたこと市町よい ロ無回答

全体

16-19歳

20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-69歳

70-79歳

80歳~
E 

。% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 

901も

90% 

年齢別でみると〔図 12-2J、fA.見聞きしたことがある』は、 40歳代、 60歳代で2苦手jを超えている。

また、 9 割以上の 16~19 歳が、 fB.見聞きしたことがないJと回答している。
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ー ーーーーー ー ー ー ー ー ー ー ーーーーーーーーーーーーーーーー-，

問12ベ2)(部落差別に関する見聞きーその内容)

問12ー①で「見聞きしたことがある」を選択された方におたずねします。その見聞きした差別的な発言

や行動は、次のうちどれですか。 (01まいくつでも)

A地域や職場、学校、家庭内

などでの差別的な言動

B建物などへの差別的な落書き

Cインタ}ネット上での差別的な表現等

D雑誌等での差別的な記事

E.その他

無回答

80.1% 

-ー・・・・園田町圃・・・・・・・・・園田・・・・・・・ー・・園田・・・・ 2園田園・園田・・・・・・・・・・・ー・・園田岡国園田園ー.-.. 

・見聞きしたことがある差別的な発言や行動については、rA地域や職場、学校、家庭肉などでの差別的な言

動』と回答した人が、 80.1%であった。

※前回調査なし

-90-

。

。



C) 

【性}.lIJ.年齢との関係】

〔図 12-3) 問12ベi)部落差別に関する見聞きーその肉容 と性別の関係

A地域や職場、学校、家庭内
などでの差別的な言動

B建物などへの差別的な落書き

Cインターネット上での差別的な表現等

D雑誌等での差別的な記事

E.その他

無回答
0.0% 

0.8% 

82.3% 

。性別でみると〔図 12-3J、rB建物などへの制的な轄きj、にインターネット上での差別的な表現等J、rD

雑誌等での差別的な記事jでは、男性の方が大幅に高くなっている。
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〔図 12-4] 問 12ベi)

16-19歳

20-29. 

30-39. 

40-4911 

50-59. 

60-69. 

70-79旗

80.-

16-19. 

20-29" 

60-698. 

70-79Q. 

80.-

部落差別についての見聞きーその肉容 と 年飴

了
。関

0.'" 

o.c陥

0.0‘ 
0.00‘ 
1.7‘ 
0 •• 笥

0." 

C〆インターネット上での

差別的な表現等-0.00‘ 

m! 

の関係

つ一0.0‘ 
0.0‘ 
3.4'‘ 

年齢別でみると〔図 12-4J、50歳代で、 fA.地域や職場、学校、家庭内などでの差別的な言動」が最も高く、9

割を超えている。

30歳代では、 fC.インターネット上での差別的な表現等J(20.7%)が他の年代よりも高くなっている。

70歳代では、 fD.雑誌等での差別的な記事J(23.8%)が他の年代よりも大幅に高くなっている。
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ーーーーーー四ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
間 12ベ~ (部落差別に関する見聞きーその時の対応)

問 12ー①で「見聞きしたことがある」を選択された方におたずねします。その時、あなたはどうしま

したか。 (0は1つだけ)

A差別に気づき、
間違っていることを説明した，

19.9~ 

C選別に気づいたが、
どこに対して言えばいいのか

わからなかったため、

B差別に気づき、間違いを
説明したかったが、
できなカLった，23.7%

D.差別に気づいたが、
当人の問題であると思い、
そのままにした.19.出

Eその時は差別と意識
せず、見過ごした，5.0%

無回事.5.S%

回目ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー目
-問 12ー①で『見聞きしたことがある』と答えた人のその時の行動について、 rB.差別に気づき、間違いを説明し

たかったが、できなかったJ(23.7%)が最も高〈、次いで、 rA差別に気づき、間違っていることを説明した』と、

rc.差別に気づいたが、どこに対して言えばいいのかわからなかったため、何もできなかった』がともに 19.9%

であった。

ro.差別に気づいたが、当人の問題であると思い、そのままにしたJI孟、 19.1%であった。

【参 考】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比ベて異なっているため、参考としてご参照ください。

前回調査(H23鳥取県人権意識調査}

問13ベi)問 13ベDで「見聞きしたことがあるJを選択された方におたずねします。その時、あなたはどうしましたか。
(0は1つだけ)

Aそのときは差別と意識せず、
見過ごした.13路 D.その他.7.4% 無回答.0.7%

B.差別に気づいたが、
誤りを指摘できなカミった.46.3%

問 13ー①で「見聞きしたことがあるJと答えた人のその時の行動について、 rAそのときは差別と意識せず、見過ごした」が 13.8目。

rB.差別に気づいたが、誤りを指摘できなかったJが46.3%となっている。また、 rc誤りを指摘Lt=Jと答えた人は 31.9%となってい

る。
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【性別 R 年齢との関係】

[図 12-5) 問 12-③部落差別に関する見聞きーその時の対応 と性別の関係

全体

男性

女性

0% 

.A差別に気づき、間違っていることを説明した

ロB.差別に気づき、間違いを説明したカhったが、できなかった

・c差別に気づいたが、どこに対して言えばいいのかわからな古町たため、何もできなかった

ロD.差別に気づいたが、当人の問題であると思い、そのままにした

.Eその時は差別と意識せず、見過ごした

eFーその他

ロ無回答

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

性別でみると〔図 12-5)、rA.差別に気づき、間違っていることを説明した』と回答した人の割合は、男性よりも

女性の方が高い(男性 14.3%、女性 24.2%)。

また、差別に気づき何かしたかったができなかったとするrB.差別に気づき、間違いを説明したかったが、でき

なかった」とrc.差別に気づいたが、どこに対して言えばいいのかわからなかったため、何もできなかった」を合わ

せると、男女とも 4割以上(男性46.1%、女性42.0%)となっている。

-94-

。

。



。

[図 12-6) 間 12ベ~部落差別に関する見聞きーその時の対応 と 年齢の蹟係

0% 

.A差別に気づき、間違っていることを説明した

ロB差別に気づき、問遣いを説明したかったが、できなかった

・c.差別に気づいたが、どこに対して言えばいいのかわからなかったため、何もできな由りた

ロD.差別に気づいたが、当人の問題であると思い、そのままにした

.Eその時は差別と意識せず、見過ごした

ロFその他

ロ無回答

10% 20% 30% 40% 50% . 60% 70% 80% 90% 100% 

年齢別でみると[図 12-6)、30歳代、 50歳代、 60歳代で、 fA.差別に気づき、間違っていることを説明したjが

0 2割捕え、他の年代よりも高い。

40歳代では、 fB.差別に気づき、間違いを説明したかったが、できなかった」が最も高くなっている。
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【他の設聞との関係】

と部落差別に関する見聞きーその時の.対応問 12ベIDE図 12-7)

の関係啓発物を謹んだり見たりした経験悶7ー①

部落差別に関する見聞き その時の対応

.A差別に気づき、問遭っていることを説明lAt

ロB差別に気づき、間違いを説明したかったが、できなかった

・c差別に気づいたが、どこに対して言えばいいのかわからなかったため、何もできなかった

ロD.差別に気づいたが、当人の問題であると思い、そのままにした

.Eその時は差別と宜酷せず、見過ごした

ロFその他

ロ無回答

間12ー@

。
全 昨

ほとんど読んだり

見たりしたことがない

まったく読んだり

見たりじていない

積極的に読んだり

見たりしている

ときどき読んだり

見たりしている

問

7
l①

啓
発
物
を
読
ん
だ
り
見
た
り
し
た
経
験

100% 90地80' 70略60略50% 40% 30% 10% 。気 。
問 7-①(啓発物を読んだり見たりした経験)との関係では〔図 12-7J、啓発物を「積極的に読んだり見たりして

いるJ人では、 fA.差別に気づき、間違っていることを説明したJ(40.9%)が高くなっている。「まったく読んだり見

たりしてない」人では、 fD.差別に気づいたが、当人の問題であると思い、そのままにしたJ(33.3%)が高くなって
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と部落差別に関する見聞きーその時の対応悶 12-③[図 12-8]

の関係研修会等への参加回数聞か1

部落差別に関する見聞きーその時の対応

.A差別に気づき、国1違っていることを説明した

ロB差別に気づき、間違いを説明したかったが、できなかった

・c差別に気づいたが、どこに対して言えばいいのかわからなかったため、何もできなかった

ロD.差別に気づいたが、当人の問題であると思い、そのままにした

• E.その時は差別と意識せず、見過ごした

回 Fその他

ロ無図書

問12-③

。。

全体

1-4回

参加したことが

ない

10回以上

5-9回

問

8
l①

研
修
会
等
へ
の
参
加
回
数

。

10師

問8-①(研修会等への参加回数)との関係では〔図12-8J、研修会等への参加回数が10回以上ある人では、

rA.差別に気づき、間違っていることを説明したJ(42.1 %)が高くなっているo参加したことがない人では、 rD.差

別に気づいたが、当人の問題であると思い、そのままにしたJ(30.6%)が高くなっている。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
聞 13(結婚問題に対するあなたの対応)

あなたに未婚の子がいると仮定して、その子が同和地区出身の人と結婚しようとする場合、あなたは

どのように対応しますか。 (0は1つだけ)

B.自分としてはややこだわりが品るが、

子の意思を尊重する.19.9~

D.自分としては反対しないが、

家族や親せきの反対があれば、

結婚は認めない.2.2~

C自分としては反対だが、

干の意思が強ければ仕方がなし、 8.2~

E.自分は反対であり、

絶対に結婚は認めない.2.7~

F わからない.14.5~ 無回答.1.6~ 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
-同和地区出身者との結婚について、 rA同和地区出身の人であるかないかに関係なく、子の意思を尊重す

るJ(48.7%)が最も高い。次いで、 rB.自分としてはややこだわりがあるが、子の意思を尊重するJ(19.9%)とな

っており、結婚に肯定的な意見は合わせて 68.6%となる。

一方、rc.自分としては反対だが、子の意思が強ければ仕方がないJ(8.2%)、ro.自分としては反対しないが、

家族や貌せきの反対があれば、結婚は認めないJ(2.2%)、rE自分は反対であり、絶対に結婚は認めないj

(2.7%)となっており、結婚に否定的な意見は合わせて 13.1%となる。

rFわからない』は、 14.5%であった。
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【参 考】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比べて異なっているため、参考としてご参照ください。

前回調査(H23鳥取県人権意識調査)

問 14 あなたは未婚のお子さんがいると仮定して、そのお子さんが同和地区出身の人と結婚しようとする場合、あなた

はどのように対応しますか。 (0は1つだけ)

D自分としては反対しないが、 E.自分は反対であり、

日自分としてはややこだわりがあるが、 家族や親せきの反対があれば、 絶対に結婚は認めない.2.1%
平 Y落、の音書房輩童十!.o.22.7私 結婚は認めない， 2.2鴻

C自分としては反対だが、 Fその他.2.3%

子どもの意志が強ければ仕方がない.7師 無回答.2.5%

同和地区出身者との結婚について、 rA同和地区の人であるかないかに関係なく、子どもの意思を尊重するJ(49.4%)が最も高

い。次いでrs自分としてはややこだわりがあるが、子どもの意思を尊重するj(22.7紛となっており、結婚に肯定的な意見は合わせ

て72目怖を占める。

一方rc自分としては反対だが、子どもの意思が強ければ仕方がないJ(7.8則、 ro自分としては反対しないが、家族や親せき

の反対があれば、結婚は認めないj(2.2紛、 rE自分l立反対であり、絶対に結婚は認めないj(2.1%)となっており、結婚に否定的な

意見は合わせて 12.1%となっている。
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【性別・年齢との関係1

[図 13-1) 問13 結婚問題に対するあなたの対応 と性別の関係

全体

男性

女性

m陥

. A同和地区出身の人であるかないかに関係なく、子の意思を尊重する

ロB自分としてはややこだわりがあるが、子の意思を尊重する

.c自分としては反対だが、子の意思が強吋れば仕方がない

ロD 自分としては反対しないが、家族や親せきの反対があれば、結婚は認めない

・E自分は反対であり、絶対に結婚は認めない

ロFわからない

・Gーその他

ロ無回答

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70‘ 80% 90% 100% 

性別でみると〔図 13-1)、男女ともにrA同和地区出身の人であるかないかに関係なく、子の意思を尊重するJ

(男性 52.1%、女性 46.0%)が最も高く、その割合は男性の方が女性よりもやや商い。

rB.自分としてはややこだわりがあるが、子の意思を尊重する」は、男性よりも女性の方がやや高くなっている

(男性 16.8%、女性 22.2%)。
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〔図 13-2) 問13 結婚問題に対するあなたの対応 と 年齢の関係

全体

16-19歳

20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-69歳

70-79歳

80歳~
E 

0% 10% 

.A同和地区出身の人であるかなu、かに関係なく、子の意思を尊重する

ロB.自分としてはややこだわりがあるが、子の意思を尊重する

・C.自分としては反対だが、干の意思が強t対もlま世坊がない

ロD.自分としては反対しないが、家族や親せきの反対があれば、結婚は認めない

・E自分は反対であり、絶対に結婚は認めない

ロFわからない

.Gその他

ロ無回答

20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

年齢別でみると〔図 13-2J、男女ともにrA.同和地区出身の人であるかないかに関係なく、子の意思を尊重する」

は、 20歳代(68.5%)、30歳代(64.9%)、40歳代(56.3%)、50歳代(52.0%)、60歳代(40.3%)、70歳代

(32.5%)、80歳以上(29.3%)と年代が低いほど高くなっている。
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【他の設問との関係】

の関係

と

r人権」について自身に関わることとして考えたことがあるか

結婚問題に対するあなたの対応

問1

問13〔図 13-3)

結婚問題に対するあなたの対応

.A同和地区出身の人であるかないかに閲悟なし子四意思を尊重する

ロB自分としてはややこだわりがあるが、子の意思を尊重する

.c自分としては反対だが、子の宜且が強ければ仕方がない

問13

ロD 自分としては反対しないが、家族や親せきの反対があれば、結婚は認めない

.E自分は反対であり、絶対に結婚位認めない

。
ロFわからない

圃 Gその他

。

G F E D C B A 

ロ無図書

全体

まったくない

わからない

よくある

たまにある

ほとんどない

問

『
人
権
」
に
つ
い
て
自
身
位
関
わ
る
こ
と
と

し
て
考
え
た
こ
と
が
あ
る
か

100略

問l(r人権」について自身に関わることとして考えたことがあるか7との関係でみると〔図 13-3J、自身について

関わることとして考えたことがある人ほど、 rA.同和地区出身の人であるかないかに関係なく、子の意思を尊重す

るJ(67.3%)という回答の割合が高くなっている。
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の関係啓発物を鏡んだり見たりした経験

と

問7ー①

結婚問題に対するあなたの対応閑 13[図 13-4)

結婚問題に対するあなたの対応

圃 A同和地区出身の人であるかないかに関係なく、子の意思を噂草する

ロ8自分としてはややこだわりがあるが、子の意思を格重する

• C.自分としては反対だが、子の意思が強ければ仕方がない

ロD.自分としては反対しないが、家族や親せきの反対があれば、結蹄は認めない

・E自分は反対であり、絶対に結婚は認めない

固 Fわからない

・Gその他

ロ無回害

A 

問13

L 

80% 

B 

--
60% 

全体

ほとんど読んだり

見たりしたことがない

まったく読んだり

見たりしていない

積極的に読んだり

見たりしている

ときどき読んだり

見たりしている

問

7
1①

啓
発
物
を
読
ん
だ
り
見
た
り
し
た
経
験

。

10師

問 7 ①(啓発物を読んだり見たりした経験)との関係でみると[図 13-4)、啓発物を読んだり見たりしている人

では、 rA.同和地区出身の人であるかないかに関係なく、子の意思を尊重するJ(64.2%)という回答の割合が高

くなっているが、同時にrE.自分は反対であり、絶対に結婚は認めないJ(5.7%)という回答の割合も他と比べて

9師70% 50省40% 30% 10略。%

。
高くなっている。

また、啓発物を「ほとんど読んだり見たりしたことがないJ、「まったく読んだり見たりしていないJと回答した人ほ

ど、 rF.わからないJが高くなっている。
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と

問8ベD
結婚問題に対するあなたの対応問 13[図 13-5)

の関係研修会等への参加回数

結婚問題に対するあなたの対応

.A同和地区出身の人であるカが品、かに関係なく、子の意思を尊重する

ロB自分としてはややこだわりがあるが、子の意思を尊重する

• C.自分としては反対だが、子の意思が強ければ仕方がない

ロD.自分としてはE封しないが、家族や親せきの反対があれば、結婚は認めない

・E自分は反対であり、絶対に結婚主認めない

ロFわからない

・Gーその他

ロ無図書

問13

。全体

10回以上

1-4回

参加したことが

ない

5-9回

間
B
|
①

研
修
会
等
へ
の
参
加
回
数

。
100弛

問8ー①(研修会等への参加回数)との関係では[図 13-5J、研修会等への参加回数が多い人ほど、 rA.同和

地区出身の人であるかないかに関係なく、子の意思を尊重するJと回答した割合が高くなっているo

参加回数が少ない人ほど、 rF.わからない」と回答した割合が高くなっている。
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と結婚問題に対するあなたの対応聞 13[図 13-6)

部落差別の現状に対する考え問11

結婚問題に対するあなたの対応

.A同和地区出身の人であるかないかに関係なく、子の意思を噂重する

ロB.自分としてはややこだわりがあるが、子の意思を尊重する

• C.自分としては反対だが、子の意思が強ければ仕方がない

ロD自分としては反対しないが、家旗や親せきの反対があれば、結婚は認めない

• E.自分は反対であり、絶対に結時は認めない

ロFわからない

・Gその他

ロ無回答

問13

100% ."'‘ 70':‘ 60. 50. 40. 30. 20' 10鳩。%

全体

オつカBらない

その他

同和地区の生活環境や鼠労・教育面

の格差結解消され、同和地区の人々

に対する差別意織は解消されている

今なお多くの分野で
絡差や差別意機が現存している

もともと絡差や差別は存在しない

同和地区の生活環境や就労・教育面の
格差ま解消されたが、同和地区の人々に

対する差別意憎は解消されていない

同和地区の生活環境はおおむね改善されたが、

就労面や教育面などの格差や同和地区の人々
に対する差別意織などは解消されていない

問

11 

部
落
差
別
の
現
状
に
対
す
る
考
え

。

。

問 11(部落差別の現状に対する考え)との関係では〔図 13-6J、「もともと格差や差別は存在しないJと考えて

いる人では、 fA.同和地区出身の人であるかないかに関係なく、子の意思を尊重するJ(62.1 %)と回答した割合
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[図 13-7) 問13 結婚問題に対するあなたの対応 と

全体

問 差別に気づき、
12 間違っていることを説明した

③ 

差別に気づき、

間違いを説明したかったが、

差
できなかった

日l
差別に気づいたが、

どこに対して言えばいいのか

る
わからなかったため、何もできなかった

見

差別に気づいたが、

当人の問題であると思い、

そのままにした
そ

。コ

その時は差別と茸醸せず.

対
見過ごした

応

その他

。%

問12ベID部落差別に関する見聞きーその時の対応 の関係

問13 結婚問題に対するあなたの対応

.A同和地区出身の人であるかないかに関係なく、子の意思を尊重する

ロB自分としてはややこだわりがあるが、子の意思を尊草する

.c自分としては反対だが、子の意思が強ければ仕方がない

ロD自分としては反対しないが、家族や親せき由反対があれば、結障は認めない

圃 E自分は反対であり、絶対に結婚は認めない

ロFわからない

・口その他

ロ無図書

A B C D E F G無回答

10' 20% 30% 40% 50略 60% 100% 

問12ベ;J)(部落差別に関する見聞きーその時の対応)との関係では〔図 13-7J、「差別に気づき、間違っている

ことを説明したj人では、 rA同和地区出身の人であるかないかに関係なく、子の意思を尊重するJ(70.8%)と回

答じた割合が高くなっている。
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問 14(同和地区にある物件に対する忌避意識)

あなたが、家を購入したり、マンションを借りたりするなど住宅を選ぶ際に、物件が同和地区にあった

場合、どうすると思いますか。 (01ま1つだけ

A物件が同和地区にあったら、
避ける，19.1'

B.物件出同和地区にあっても、
条件が合えば、こだわらない，

44.8覧

無図書，2.7%

D.その他，2.3%

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー』
圃同和地区の物件に対する忌避意識(避けようとする意識)について、 fB.物件が同和地区にあっても、条件が

合えば、こだわらない』が 44.8%と最も高いものの、 rc.わからない」が 30.5%、また、忌避意識のrA物件が同

和地区にあったら、避ける』が 19.7%となっている。

【参 考】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比べて異なっているため、参考としてご参照ください。

前回調査(H23鳥取県人権重量量調査}

問15 あなたが、家を購入したり、マンションを借りたりするなど住宅を選ぶ際に、同和地区にある物件を避けることがあ
ると思いますか。 (0は1つだけ)

D.その他， 2.0% 無回答.2.2%

Bこだわらない， 38.6%

同和地区の物件に対する忌避意識(避けようとする意識)について、 rA避ける」が 18.8%である一方、 rs.こだわらないJI立

38.6帖となっている。
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【性別・年齢との関係】

〔図 14-1) 問 14 同和地区にある物件に対する忌避意識 と 性別の関係

.A.物件が同和地区にあったら、避ける

.cわからない

ロ無回答

全体

男性

女性

。% 10% 20% 30% 40% 

日 B物件が同和地区にあっても、条件が合えば、こだわらない

ロDその他

50% 60% 70% 80% 90% 100% 

性別でみると〔図 14-1)、 rB物件が同和地区にあっても、条件が合えば、こだわらない」と回答した人の割合

は、男性 50.8%、女性 39.8%と、男性が高く、逆に、 rA.物件が同和地区にあったら、避ける」では、女性22.2%、

男性 16.8%と、女性が高い。

J 
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【図 14-2) 問 14 同和地区にある物件に対する忌避意識と 年齢の関係

.A物件が同和地区にあったら、避ける ロB.物件が同和地区にあっても、条件出合えば、こだわらない

.Cわからない ロDーその他

ロ無回答

全体

16-19歳

20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-69歳

70-79歳

80歳 ~
E 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70、 80% 100覧

年齢別でみると[図 14-2J、40歳代以上の各年代で約 2割の人が、 rA.物件が同和地区にあったら、避ける」

と回答している。

逆に、 rB.物件が同和地区にあっても、条件が合えば、こだわらない」は、 20歳代、 30歳代では 5割を超えて

し、る。
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の関係

同和地区にある物件に対する忌避意識

『人権』について自身に関わることとして考えたことがあるか

と

問 1

【他の設問との関係】

開 14[図 14-3)

同和地区にある物件に対する忌混意識悶14

ロB物件が同和地匡にあっても、条件出合えば、こだわらない.A物件が同和地区にあったら、避ける

ロDその他• C.わからない

-無回答

。

。

D 無回答

100% 

C 

70% 60% 

B 

50. 40% 30% 20% 

A 

10% 。略

生体

よくある

まったくない

わからない

たまにある

ほとんどない

悶

「
人
権
」
に
つ
い
て
自
身
に
関
わ
る
こ
と
と

し
て
考
え
た
こ
と
が
あ
る
か

問 1(r人権Jについて自身に関わることとして考えたことがあるか)との関係でみると〔図 14-3)、自身に関わる

こととして考えたことのある人ほど、 rB.物件が同和地区にあっても、条件が合えば、こだわらないJが高くなって

-110ー
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同和地区にある物件に対する忌避意識

啓発物を読んだり見たりした経験の関係

と

問7ー①

問 14【図 14-4)

同和地区にある物件に対する忌避意識間14

ロB.物件が同和地区にあっても、条件が合えぽ、こだわらない.A物件が同和地区にあったら、避ける

ロDその他.cわからない

ロ無回答

D 無回答

1.9 

0.8 

c B A 

全体

ほとんど読んだり

見たりしたことがない

まったく読んだり

見たりしていない

積極的に欝んだり

見たりしている

ときどき読んだり

見たりしている

問

7

①

啓
発
物
を
読
ん
だ
り
見
た
り
し
た
経
験

。

100% 

問7ー①(啓発物を読んだり見たりした経験)との関係でみると〔図 14-4J、啓発物を読んだり見たりしている人

ほど、 fB.物件が同和地区にあっても、条件が合えば、こだわらないJが高く、読んだり見たりしていない人ほど、

fF.わからない」が高くなっている。
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の関係研修会等への参加函数

同和地区にある物件に対する忌避意識

問8-①

と問 14[闘 14-4)

同和地区にある物件に対する忌避意識閑14

ロB物件が同和地区にあっても、条件が合えば、こだわらない.A物件が同和地区にあったら、避ける

ロDーその他.c.わからない

ロ無図書

。
D 無回答c B A 

全体

5-9回

多加したことが

ない

10回以上

1-4回

問

8

|
①

研
修
会
等
へ
の
参
加
回
数

。
100% 

問8ー①(研修会等への参加回数)との関係では〔図 14-4J、研修会等への参加回数が多い人ほど、 rB.物件

が同和地区にあっても、条件が合えば、こだわらない」が高く、 10回以上参加してしも人では約 7割に上る。

また、参加回数が少ない人ほど、 rA.物件が同和地区にあったら、避けるJが向くなっている。
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